
譯

注

長
沙
五
一
廣
場
東
漢
簡
牘
譯
注
稿

第
一
層

中
︵
八
〇
～
一
〇
〇
＋
一
〇
一
＋
一
〇
二
簡
︶

五
一
廣
場
東
漢
簡
牘
研
究
會
︵
飯
田
祥
子
・
章

瀟
逸
・
角
谷
常
子
・
藤
本
航
輔
・
鷲
尾
祐
子
)

本
稿
は
︑
長
沙
五
一
廣
場
東
漢
簡
牘
︵
以
下
︑
五
一
廣
場
簡
と
略
稱
す
る
︶
第
一

層
出
土
簡
に
對
す
る
譯
注
で
あ
る
︒
五
一
廣
場
東
漢
簡
牘
研
究
會
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

︵
h
ttp
s://g
oitin
ok
ai.jim
d
ofree.com
/︶
上
で
發
表
し
て
き
た
﹁
長
沙
五
一
廣
場
東

漢
簡
牘
譯
注
稿
暫
定
版
﹂︵
四
︶︵
五
︶
に
修
正
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
︒

凡
例

一
︑
本
譯
注
は
長
沙
五
一
廣
場
東
漢
簡
牘
の
簡
牘
整
理
序
號
︑︻
釋
文
︼︑︻
訓

讀
︼︑︻
現
代
語
譯
︼︑︻
注
︼︑︻
所
見
︼
か
ら
な
る
︒
た
だ
し
一
部
省
略
し
た

項
目
も
あ
る
︒

二
︑
簡
番
號
は
﹁
一
簡
︵①

:1︶
﹂
の
よ
う
に
︑﹁
簡
牘
整
理
序
號
︵
原
始
出
土
編

號
︶
﹂
で
示
す
︒
原
始
出
土
編
號
は
︑
二
〇
一
〇
年
に
長
沙
︵
C
h
an
g
sh
a︶

五
一
廣
場
︵
W
u
y
i
G
u
an
g
ch
an
g
︶
の
一
號
窖
︵
Jiao︶
か
ら
出
土
し
た
こ
と

を
示
す
〝
2010C
W
J1〟
と
︑
窖
の
堆
積
層
を
示
す①

②
③

︑
整
理
過
程
で

振
ら
れ
た
算
用
數
字
か
ら
な
る
が
︑〝
2010C
W
J1〟
は
省
略
し
た
︒

三
︑︻
釋
文
︼
は
原
則
と
し
て
︑
長
沙
市
文
物
考
古
研
究
所
・
清
華
大
學
出
土
文

獻
研
究
與
保
護
中
心
・
中
國
文
化
遺
產
研
究
院
・
湖
南
大
學
嶽
麓
書
院
編

﹃
長
沙
五
一
廣
場
東
漢
簡
牘
︵
壹
︶﹄
︵
中
西
書
局
︑
二
〇
一
八
年
︶﹁
釋
文
﹂
頁

所
載
の
釋
文
を
底
本
と
す
る
が
︑
圖
版
お
よ
び
圖
版
附
載
の
釋
文
に
よ
っ
て

一
部
修
正
を
加
え
て
い
る
︒
底
本
の
釋
字
を
改
め
た
場
合
は
︻
注
︼
に
記

す
︒
文
字
の
配
置
は
︑﹃
壹
﹄
圖
版
・
釋
文
に
基
づ
き
︑
で
き
る
だ
け
原
簡

の
字
配
り
を
反
映
さ
せ
て
い
る
︒
底
本
と
異
な
る
記
號
は
以
下
の
と
お
り
で

あ
る
︒斜

體
⁝
別
筆
︒

︻

︼
⁝
文
例
に
よ
り
釋
文
を
補
う
︒

〖

〗
⁝
原
文
に
お
け
る
脱
文
を
補
う
︒

＝
⁝
レ
イ
ア
ウ
ト
の
都
合
で
改
行
が
生
じ
る
場
合
︑
簡
文
の
連
續
を
示

す
た
め
に
挾
む
︒

四
︑﹃
壹
﹄
に
圖
版
が
揭
載
さ
れ
て
い
な
い
簡
︑
お
よ
び
圖
版
が
揭
載
さ
れ
墨
跡

は
確
認
で
き
る
も
の
の
︑
釋
讀
不
能
の
簡
は
示
さ
な
い
︒

五
︑
簡
の
排
列
は
﹃
壹
﹄
に
從
う
︒
他
簡
と
の
綴
合
に
よ
り
排
列
を
變
更
す
る
場

合
は
︑
簡
番
號
の
若
い
も
の
に
從
い
︑︻
所
見
︼
で
注
記
す
る
︒

六
︑︻
注
︼︑︻
所
見
︼
で
五
一
廣
場
簡
を
引
用
す
る
際
は
﹁﹃
壹
﹄
一
﹂
の
よ
う

に
︑
原
則
的
に
﹁﹃
收
録
書
略
稱
﹄
簡
牘
整
理
序
號
﹂
で
示
し
︑
原
始
出
土

編
號
は
省
略
す
る
︒
た
だ
し
︑﹁
簡
報
﹂
お
よ
び
﹃
選
釋
﹄
收
録
簡
に
つ
い

て
は
原
始
出
土
編
號
を
併
記
す
る
︒

七
︑
簡
の
大
き
さ
は
﹃
壹
﹄﹁
簡
牘
編
號
及
尺
寸
對
照
表
﹂
に
よ
る
が
︑﹃
參
﹄

﹁
壹
︑
貳
輯
簡
牘
編
號
及
尺
寸
更
新
表
﹂
に
お
い
て
訂
正
さ
れ
た
簡
は
そ
れ

に
よ
っ
て
い
る
︒
材
質
に
つ
い
て
は
﹃
壹
﹄
同
表
﹁
形
制
﹂
欄
に
基
づ
く

長
沙
五
一
廣
場
東
漢
簡
牘
譯
注
稿

第
一
層

中
︵
八
〇
～
一
〇
〇
＋
一
〇
一
＋
一
〇
二
簡
︶

二
一
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が
︑﹁
竹
簡
﹂
と
あ
る
も
の
は
﹁
竹
質
﹂︑﹁
木
兩
行
﹂﹁
木
牘
﹂
お
よ
び
﹁
封

檢
﹂﹁
楬
﹂﹁
函
封
﹂
と
あ
る
も
の
は
﹁
木
質
﹂
と
表
記
す
る
︒

引
用
資
料

﹁
簡
報
﹂：
長
沙
市
文
物
考
古
研
究
所
﹁
湖
南
長
沙
五
一
廣
場
東
漢
簡
牘
發
掘
簡
報
﹂︵﹃
文
物
﹄

二
〇
一
三
-六
)

﹃
選
釋
﹄：
長
沙
市
文
物
考
古
研
究
所
等
編
﹃
長
沙
五
一
廣
場
東
漢
簡
牘
選
釋
﹄︵
中
西
書
局
︑

二
〇
一
五
年
)

﹃
壹
﹄﹃
貳
﹄﹃
參
﹄﹃
肆
﹄﹃
伍
﹄﹃
陸
﹄：
長
沙
市
文
物
考
古
研
究
所
等
編
﹃
長
沙
五
一
廣
場
東

漢
簡
牘
︵
壹
︶︵
貳
︶︵
參
︶︵
肆
︶︵
伍
︶︵
陸
︶﹄︵
中
西
書
局
︑
二
〇
一
八
・
二
〇
一
九
・
二

〇
二
〇
年
)

睡
虎
地
秦
簡
：
陳
偉
主
編
﹃
秦
簡
牘
合
集
：
釋
文
注
釋
修
訂
本
︵
壹
︶﹄︵
武
漢
大
學
出
版
社
︑

二
〇
一
四
年
)

﹁
二
年
律
令
﹂：
彭
浩
等
編
﹃
二
年
律
令
與
奏
讞
書
：
張
家
山
二
四
七
號
漢
墓
出
土
法
律
文
獻
釋

讀
﹄
︵
上
海
古
籍
出
版
社
︑
二
〇
〇
七
年
)

里
耶
秦
簡
：
陳
偉
主
編
﹃
里
耶
秦
簡
牘
校
釋
︵
第
二
卷
︶﹄︵
武
漢
大
學
出
版
社
︑
二
〇
一
八

年
)

居
延
漢
簡
：
舊
簡
・
簡
牘
整
理
小
組
編
﹃
居
延
漢
簡
︵
肆
︶﹄︵
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究

所
︑
二
〇
一
七
年
︶︑
新
簡
・
張
德
芳
主
編
﹃
居
延
新
簡
集
釋
︵
五
～
七
︶﹄︵
甘
肅
文
化
出
版

社
︑
二
〇
一
六
年
)

肩
水
金
關
簡
：
姚
磊
﹃
肩
水
金
關
漢
簡
釋
文
合
校
﹄︵
中
國
社
會
科
學
出
版
社
︑
二
〇
二
一
年
)

走
馬
樓
呉
簡
竹
簡
：
長
沙
簡
牘
博
物
館
等
編
﹃
長
沙
走
馬
樓
三
國
呉
簡
・
竹
簡
︵
貳
・
肆
・

柒
・
玖
︶﹄︵
文
物
出
版
社
︑
二
〇
〇
七
・
二
〇
一
一
・
二
〇
一
三
・
二
〇
一
九
年
)

甘
谷
漢
簡
：
張
學
正
﹁
甘
谷
漢
簡
考
釋
﹂︵﹃
漢
簡
研
究
文
集
﹄
甘
肅
人
民
出
版
社
︑
一
九
八
四

年
︶

引
用
文
獻

中
文

蔡
雨
萌

二
〇
二
一
﹁
讀
︽
長
沙
五
一
廣
場
東
漢
簡
牘
︵
伍
・
陸
︶︾
札
記
﹂︵
簡
帛
網
二
〇
二

一
-〇
九
-一
三
)

陳

偉

二
〇
一
六
﹁
長
沙
五
一
廣
場
東
漢
簡
牘
一
四
一
・
五
號
試
讀
﹂︵
簡
帛
網
二
〇
一
六
-

〇
二
-〇
八
)

陳

偉

二
〇
二
二
﹁
罪
名
與
核
實
︱
從
五
一
廣
場
簡
牘
﹃
夜
略
尼
案
﹄
看
東
漢
格
殺
問
題

︱
﹂︵
黎
明
釗
・
劉
天
朗
編
﹃
臨
湘
社
會
的
管
治
磐
基
：
長
沙
五
一
廣
場
東
漢
簡
牘
探
索
﹄
三

聯
書
店
︵
香
港
︶)

杜

曉

二
〇
一
九
﹁
漢
代
官
用
私
印
小
議
︱
以
職
官
姓
名
印
和
〝
名
印
〟
私
印
爲
中
心
︱
﹂

︵﹃
出
土
文
獻
﹄
一
四
)

高
智
敏

二
〇
一
七
﹁
論
呉
簡
許
迪
案
中
的
〝
考
實
竟
〟
與
〝
傅
前
解
〟
﹂︵
簡
帛
網
二
〇
一
七

-〇
六
-二
二
)

侯
旭
東

二
〇
一
一
﹁
長
沙
走
馬
樓
三
國
呉
簡
所
見
給
吏
與
吏
子
弟
︱
從
漢
代
的
〝
給
事
〟
說

起
︱
﹂︵﹃
中
國
史
硏
究
﹄
二
〇
一
一
-
三
︑
長
沙
簡
牘
博
物
館
編
﹃
走
馬
樓
呉
簡
硏
究
論
文
精

選
﹄
所
收
︑
嶽
麓
書
社
︑
二
〇
一
六
年
)

李
均
明

二
〇
一
八
﹁
長
沙
五
一
廣
場
東
漢
簡
牘
所
見
身
份
認
定
述
略
﹂
︵﹃
出
土
文
獻
研
究
﹄

一
七
)

黎

虎

二
〇
〇
八
﹁
說
〝
給
吏
〟
︱
從
長
沙
走
馬
樓
呉
簡
談
起
︱
﹂
︵﹃
社
會
科
學
戰
線
﹄
二

〇
〇
八
-
一
一
︑
長
沙
簡
牘
博
物
館
編
﹃
走
馬
樓
呉
簡
硏
究
論
文
精
選
﹄
所
收
︑
嶽
麓
書
社
︑

二
〇
一
六
年
)

劉
欣
寧

二
〇
一
八
﹁
漢
代
政
務
溝
通
中
的
文
書
與
口
頭
傳
達
︱
以
居
延
甲
渠
候
官
爲
例
︱
﹂

︵﹃
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
集
刊
﹄
八
九
-三
)

劉
欣
寧

二
〇
一
九
﹁
秦
漢
律
令
中
的
婚
姻
與
奸
﹂︵﹃
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
集
刊
﹄

九
〇
-二
)

羅
小
華

二
〇
二
〇
﹁
五
一
廣
場
簡
牘
所
見
名
物
考
釋
︵
四
︶﹂
︵
﹃
簡
帛
﹄
二
〇
)

唐
俊
峰

二
〇
一
九
﹁
東
漢
早
中
期
臨
湘
縣
的
行
政
決
策
過
程
︱
以
五
一
廣
場
東
漢
簡
牘
爲
中

心
﹂︵
黎
明
釗
・
馬
增
榮
・
唐
俊
峰
編
﹃
東
漢
的
法
律
・
行
政
與
社
會
：
長
沙
五
一
廣
場
東
漢

簡
牘
探
索
﹄
三
聯
書
店
︵
香
港
︶)

汪
蓉
蓉

二
〇
一
九
﹁︽
東
漢
五
一
廣
場
簡
牘
︾
綴
合
一
則
﹂︵
簡
帛
網
二
〇
一
九
-
〇
五
-
二

〇
)

汪
蓉
蓉

二
〇
二
〇
﹁
五
一
廣
場
東
漢
簡
牘
所
見
流
民
占
籍
問
題
及
其
文
書
行
政
﹂︵
﹃
簡
帛
研

究
﹄
二
〇
二
〇
春
夏
)

温
玉
冰

二
〇
二
二
﹁
五
一
廣
場
東
漢
簡
牘
所
見
女
性
生
活
﹂
︵
黎
明
釗
・
劉
天
朗
編
﹃
臨
湘

社
会
的
管
治
磐
基
：
長
沙
五
一
廣
場
東
漢
簡
牘
探
索
﹄
三
聯
書
店
︵
香
港
︶)

楊
小
亮

二
〇
二
二
﹃
五
一
廣
場
東
漢
簡
牘
册
書
復
原
研
究
﹄︵
中
西
書
局
)

張
倩
儀

二
〇
二
〇
﹁
五
一
廣
場
東
漢
簡
的
繒
帛
衣
物
劫
案
︵
二
︶﹂
︵
簡
帛
網
二
〇
二
〇
-
〇

七
-一
八
)

張
榮
強
・
張
俊
毅

二
〇
二
〇
﹁
五
一
廣
場
東
漢
簡
〝
連
道
奇
鄕
受
占
南
鄕
民
逢
定
本
事
〟
文

書
的
復
原
與
研
究
﹂︵﹃
簡
帛
研
究
﹄
二
〇
二
〇
秋
冬
)

趙

元

二
〇
一
六
﹁
呂
梁
左
表
墓
漢
画
像
石
題
銘
考
釋
﹂
︵﹃
浙
江
師
範
大
學
學
報
︵
社
會
科

學
版
︶﹄
二
〇
一
六
-三
)

二
二
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莊
小
霞

二
〇
一
六
﹁
長
沙
五
一
廣
場
東
漢
簡
牘

C
W
J1①

：
86
簡
所
載
〝
艾
〟
釋
義
獻
疑
﹂

︵
簡
帛
網
二
〇
一
六
-〇
五
-〇
九
)

簡
帛
網
：
武
漢
大
學
簡
帛
研
究
中
心
︵
h
ttp
://w
w
w
.b
sm
.org
.cn
/)

日
文

﹃
漢
簡
語
彙
﹄：
京
都
大
學
人
文
科
學
研
究
所
簡
牘
研
究
班
編
﹃
漢
簡
語
彙
：
中
國
古
代
木
簡
辭

典
﹄︵
岩
波
書
店
︑
二
〇
一
五
年
)

飯
田
祥
子

二
〇
二
一
﹁
五
一
廣
場
東
漢
簡
牘③

:200-2︑③

:200-5
平
行
文
書
册
書
復
元
︑

及
び
關
聯
簡
に
關
す
る
覺
書
﹂︵
五
一
廣
場
東
漢
簡
牘
研
究
會
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
二
〇
二
一
-
〇
二

-二
五
)

飯
田
祥
子

二
〇
二
二
﹁
五
一
廣
場
東
漢
簡
牘
の
上
行
文
書
に
關
す
る
基
礎
的
整
理
﹂︵﹃
漢
字

文
化
研
究
﹄
一
二
)

章

瀟
逸

二
〇
二
二
﹁
後
漢
中
期
官
文
書
簡
の
基
礎
的
研
究
︱
長
沙
五
一
廣
場
東
漢
簡
牘
を

中
心
に
︱
﹂︵
京
都
大
學
大
學
院
人
間
・
環
境
學
研
究
科
﹃
歴
史
文
化
社
會
論
講
座
紀
要
﹄
一

九
)

鷹
取
祐
司

二
〇
一
六
﹁
漢
代
に
お
け
る
﹃
守
﹄
と
﹃
行
某
事
﹄﹂︵﹃
日
本
秦
漢
史
研
究
﹄
一

七
)

鷹
取
祐
司

二
〇
二
一
﹁
長
沙
五
一
廣
場
東
漢
簡
牘
・
君
教
文
書
新
考
﹂︵
慶
北
大
學
校
人
文

ア
カ
デ
ミ
ー
﹃
東
西
人
文
﹄
一
五
)

土
口
史
記

二
〇
一
七
﹁
谷
口
建
速
著
﹃
長
沙
走
馬
樓
呉
簡
の
研
究
︱
︱
倉
庫
關
聯
簿
よ
り
み

る
孫
呉
政
權
の
地
方
財
政
﹄﹂︵﹃
日
本
秦
漢
史
研
究
﹄
一
八
)

谷
口
建
速

二
〇
一
六
﹁
走
馬
樓
呉
簡
の
出
土
狀
況
と
研
究
の
概
要
﹂︵﹃
長
沙
走
馬
樓
呉
簡
の

研
究
︱
倉
庫
關
聯
簿
よ
り
み
る
孫
呉
政
權
の
地
方
財
政
︱
﹄
早
稻
田
大
學
出
版
部
)

鷲
尾
祐
子

二
〇
二
二
﹁
長
沙
に
お
け
る
居
民
管
理
制
度
の
變
遷
︱
漢
か
ら
三
國
呉
ま
で
の
里

︱
﹂︵﹃
東
洋
史
研
究
﹄
八
一
-二
)

譯
注

八
〇
簡
︵①

:
8
4
-
1
︶
23.4
×
2.7cm

木
質

︻
釋
文
︼

不
分
別
(１
)實
(２
)當
從
今
又
陽
(３
)前
考

問
(４
)赦
辤
(５
)元
興
元
年
八
月

＝
＝
廿
一
日
與

贛
裦
叔
厚
五
人
劫
(６
)詩
林
等
九

月
四
日
於
贛
舍
(７
)分
臧
(８
)各
持
所

得
分
去
赦
與
叔
合
臧
盛
簏
(９
)中

＝
＝

僦
載
(

)泉
陵
(

)男
子
李
叔
成
㯂
(

)

10

11

12

︻
訓
讀
︼

⁝
⁝
分
別
し
て
實
せ
ず
︒
當
に
今
に
從
う
べ
し
︒
又
︑
陽
は
前
に
赦
を
考
問
す
︒

辤
す
ら
く
︑﹁
元
興
元
年
八
月
廿
一
日
︑
贛
・
裦
・
叔
・
厚
と
與
に
五
人
に
て

詩
・
林
等
よ
り
劫
す
︒
九
月
四
日
︑
贛
の
舍
に
於
い
て
臧
を
分
け
︑
各
お
の
得
る

所
を
持
ち
て
分
去
す
︒
赦
︑
叔
と
與
に
臧
を
合
し
簏
中
に
盛
る
︒
泉
陵
の
男
子
の

李
叔
成
の
㯂
を
僦
載
し
⁝
⁝
﹂

︻
現
代
語
譯
︼

⁝
⁝
區
別
し
て
明
ら
か
に
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
︒
今
回
の
も
の
に
從
っ
て
く
だ

さ
い
︒
ま
た
陽
は
以
前
︑
赦
を
考
問
し
ま
し
た
︒
︵
赦
が
︶
供
述
す
る
に
は
︑﹁
元

興
元
年
︵
和
帝
︑
一
〇
五
年
︶
八
月
二
十
一
日
︑
贛
・
裦
・
叔
・
厚
と
と
も
に
五

人
で
詩
・
林
等
か
ら
強
奪
し
ま
し
た
︒
九
月
四
日
︑
贛
の
舍
に
て
盜
品
を
分
け

て
︑
各
々
が
取
り
分
を
持
っ
て
解
散
し
ま
し
た
︒
赦
は
叔
と
と
も
に
盜
品
を
合
わ

せ
て
簏
の
な
か
に
し
ま
い
ま
し
た
︒
泉
陵
男
子
の
李
叔
成
の
㯂
を
雇
っ
て
運
び

⁝
⁝
﹂

︻
注
︼

(１
)
分
別
⁝
﹁
き
っ
ち
り
と
わ
け
る
︒
區
別
す
る
﹂
︵﹃
漢
簡
語
彙
﹄︶
︒﹁
夫
司
隸
校

尉
・
諸
州
刺
史
︑
所
以
督
察
姦
枉
︑
分
別
白
黑
者
也
﹂
︵﹃
後
漢
書
﹄
蔡
邕
列
傳
︶
︑

﹁
教
屬
曹
分
別
白
﹂
︵﹃
選
釋
﹄
四
七
︵③

:325-5-21︶︶
︒

(２
)實
⁝
あ
き
ら
か
に
す
る
︒
調
べ
る
︒
一
簡
︻
注
︼
(３
)
參
照
︒

(３
)陽
⁝
人
名
︒﹁
考
問
﹂
の
主
語
な
の
で
︑
吏
で
あ
る
︒
事
例
と
し
て
は
︑﹁
賊

捕
掾
番
陽
﹂
︵﹃
貳
﹄
四
九
七
︶
︑﹁
左
賊
史
連
陽
﹂
︵﹃
貳
﹄
五
二
三
︶
︑﹁
東
部
賊
捕
掾

陽
﹂
︵﹃
參
﹄
一
一
一
八
︶
︑﹁
兼
左
部
賊
捕
掾
陽
﹂
︵﹃
肆
﹄
一
四
二
一
︶
︑﹁
〼
史
連

陽
﹂
︵﹃
伍
﹄
二
〇
六
九
︶
が
あ
る
︒︻
所
見
︼
に
示
す
よ
う
に
︑﹃
貳
﹄
四
九
七
は

本
簡
と
同
一
事
件
を
扱
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
︑
賊
捕
掾
番
陽
の
可
能
性

が
高
い
︒

長
沙
五
一
廣
場
東
漢
簡
牘
譯
注
稿

第
一
層

中
︵
八
〇
～
一
〇
〇
＋
一
〇
一
＋
一
〇
二
簡
︶

二
三
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(４
)考
問
⁝
調
べ
問
い
た
だ
す
︒
訊
問
す
る
︒
六
五
簡
︻
注
︼
(１
)參
照
︒

(５
)
辤
⁝
供
述
︒
一
簡
︻
注
︼︵
４
︶
參
照
︒

(６
)
劫
⁝
﹁
奪
い
と
る
︒
か
す
め
る
﹂
︵﹃
漢
簡
語
彙
﹄︶
︒
本
來
︑﹁
劫
﹂
は
︑
お
ど

す
の
意
︒﹁
願
君
召
諸
亡
在
外
者
︑
可
得
數
百
人
︑
因
以
劫
衆
︵
顏
師
古
注
︒
劫
謂

威
脅
之
︶
︑
衆
不
敢
不
聽
﹂
︵﹃
漢
書
﹄
高
帝
紀
上
︶
︑﹁
劫
︑
人
欲
去
︑
以
力
脅
止
曰

劫
︒
或
曰
以
力
止
去
曰
劫
﹂
︵﹃
説
文
解
字
﹄
力
部
︶
︒
目
的
語
に
﹁
人
﹂
を
取
る

﹁
劫
人
﹂
は
︑
暴
力
・
脅
迫
に
よ
っ
て
連
れ
去
る
こ
と
︑
略
取
を
意
味
す
る
︒﹁
劫

人
・
謀
劫
人
求
錢
財
︑
雖
未
得
若
未
劫
︑
皆
磔
之
﹂
︵﹁
二
年
律
令
﹂
六
八
・
盜
律
︶
︒

こ
こ
で
も
目
的
語
に
人
名
﹁
詩
・
林
等
﹂
を
取
る
の
で
︑
略
取
の
可
能
性
が
あ

る
︒
し
か
し
︑
本
簡
お
よ
び
公
開
濟
み
の
關
聯
簡
か
ら
は
︑
詩
・
林
を
連
れ
去
っ

た
う
え
で
財
物
を
得
た
と
の
記
述
は
み
ら
れ
な
い
︒
さ
し
あ
た
り
︑
脅
し
取
る
︑

強
奪
す
る
の
意
味
と
解
し
た
︒

(７
)舍
⁝
住
居
︒
一
八
〇
七
＋
八
簡
︻
注
︼
(３
)參
照
︒

(８
)
臧
⁝
﹁
不
正
に
得
た
財
﹂
︵﹃
漢
簡
語
彙
﹄︶
︒﹁
案
秩
無
故
入
人
廬
舍
盜
牛
一

頭
︑
凡
臧
七
千
二
百
︒
秩
盜
臧
五
百
以
上
︑
數
罪
﹂
︵﹃
貳
﹄
五
〇
二
︶
︑﹁
誧
吏
盜

賦
︑
受
所
監
臧
皆
二
百
五
十
以
上
︑
以
縣
官
事
他
賊
毆
人
有
疻
痏
︑
數
罪
﹂

︵﹃
肆
﹄
一
三
七
八
︶
︒
こ
こ
で
は
盜
品
を
言
う
︒

(９
)
簏
⁝
竹
製
の
容
器
︒﹁
簏
︑
竹
高
篋
也
﹂
︵﹃
説
文
解
字
﹄
竹
部
︶
︑﹁
布
單
衣

一
︑
銅
郭
一
︑
簏
下
筐
一
︑
并
直
三
萬
一
千
四
百
八
十
九
﹂
︵﹃
參
﹄
九
六
六
︶
︒

﹇
羅
小
華
二
〇
二
〇
﹈
參
照
︒

(

)
僦
載
⁝
雇
っ
て
載
せ
る
︒
運
送
業
者
を
雇
用
し
て
物
品
を
運
送
す
る
︒﹁
大

10司
農
取
民
牛
車
三
萬
兩
爲
僦
︵
顏
師
古
注
︒
僦
︑
謂
賃
之
與
雇
直
也
︶
載
沙
便
橋
下
﹂

︵﹃
漢
書
﹄
酷
吏
傳
・
田
延
年
︶
︑﹁
章
等
收
布
各
二
束
僦
載
便
男
子
﹂
︵﹃
參
﹄
九
七

六
︶
︒﹁
僦
﹂﹁
就
﹂
は
﹁
や
と
う
︒
雇
わ
れ
た
者
︒
運
送
に
關
わ
る
場
合
が
多
い
﹂

︵﹃
漢
簡
語
彙
﹄︶
︒

(

)泉
陵
⁝
零
陵
郡
泉
陵
縣
︒
零
陵
郡
治
︒﹁
零
陵
郡
︒
︵
略
︶
泉
陵
﹂
︵﹃
續
漢
書
﹄

11

郡
國
志
四
・
荊
州
︶
︒

(

)
㯂
⁝
艜
︒
船
の
種
類
名
︒﹁
艇
長
而
薄
者
謂
之
艜
﹂
︵﹃
方
言
﹄
卷
九
︶
︑﹁
零
陵

12湘
鄕
南
陽
鄕
新
亭
里
男
子
伍
次
︒
年
卅
一
︑
長
七
尺
︑
黑
色
︑
持
㯂
□船
一
㮴
︑
絹

三
束
︑
矛
一
隻
〼
﹂
︵﹃
貳
﹄
七
〇
九
︶
︒

︻
所
見
︼

[張
倩
儀
二
〇
二
〇
﹈
は
︑
本
簡
と
同
一
事
件
に
つ
い
て
扱
っ
た
簡
牘
と
し
て
︑

﹃
壹
﹄
一
一
七
＋
一
一
五
︑﹃
貳
﹄
四
九
七
︑﹃
貳
﹄
六
〇
三
＋
八
三
七
︑
﹃
貳
﹄
六

七
二
︑﹃
貳
﹄
七
〇
六
︑﹃
參
﹄
九
二
六
︑﹃
參
﹄
九
六
六
︑﹃
參
﹄
一
一
二
五
︑

﹃
肆
﹄
一
二
六
二
︑﹃
肆
﹄
一
五
一
三
︑﹃
肆
﹄
一
六
六
九
︑﹃
選
釋
﹄
二
四
︵③

:

303︶
を
あ
げ
る
︒
さ
ら
に
︑﹃
伍
﹄
一
八
六
〇
︑﹃
陸
﹄
二
二
三
〇
＋
二
四
九
八

も
固
有
名
詞
が
共
通
す
る
︒

八
一
簡
︵①

:
8
5
︶

＊
﹃
選
釋
﹄
二

22.7
×
3.0cm

木
質

︻
釋
文
︼

書
(１
)輒
逐
召
(２
)定
考
問
(３
)
辤
(４
)本
(
５
)

縣
奇
鄕
(６
)
民
前
流
客
(
７
)

＝
＝
占

屬
(８
)臨
湘
南
鄕
樂
成
里
今

□
(９
)還
本
鄕
埶
(

)不
復
還
歸

臨
湘
願
以
詔
書
隨
人

10

＝
＝

在
所
占
謹
聽
受
(

)占
定
西

11

︻
訓
讀
︼

⁝
⁝
書
︑
輒
ち
定
を
逐
召
し
考
問
す
︒
辤
す
ら
く
︑﹁
本
と
縣
の
奇
鄕
の
民
︒
前

に
流
れ
て
客
し
︑
占
し
て
臨
湘
南
鄕
樂
成
里
に
屬
す
︒
今
本
の
鄕
に
□
還
﹂︑
と
︒

埶
︵
い
き
お
い
︶
と
し
て
復
た
臨
湘
に
還
歸
せ
ず
︒
願
わ
く
は
詔
書
の
﹁
人
の
在

所
に
隨
い
て
占
せ
し
め
よ
﹂
を
以
て
︑
謹
み
て
占
を
聽
受
せ
ん
こ
と
を
︒
定
西

⁝
⁝

︻
現
代
語
譯
︼

⁝
⁝
書
︑
す
ぐ
に
定
を
逐
召
し
て
考
問
し
ま
し
た
︒
供
述
す
る
に
は
︑﹁
も
と
も

二
四
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と
我
が
縣
の
奇
鄕
の
民
で
す
︒
以
前
に
離
れ
て
寄
寓
し
︑
申
告
し
て
臨
湘
縣
南
鄕

樂
成
里
に
所
屬
し
ま
し
た
︒
今
︑
も
と
の
鄕
に
□
還
﹂
と
の
こ
と
で
す
︒
狀
況
か

ら
し
て
ま
た
臨
湘
縣
に
歸
り
は
し
な
い
で
し
ょ
う
︒
ど
う
か
詔
書
の
﹁
そ
の
人
の

所
在
地
に
從
っ
て
申
告
さ
せ
よ
﹂
に
よ
っ
て
︑
謹
ん
で
申
告
を
受
理
さ
せ
て
く
だ

さ
い
︒
定
西
⁝
⁝

︻
注
︼

(１
)書
⁝
こ
こ
で
は
︑
訊
問
を
開
始
す
る
契
機
と
な
っ
た
上
級
機
關
か
ら
の
指
示

を
記
し
た
下
行
文
書
を
指
す
︒﹁
奉
得
書
︑
輒
考
問
董
及
普
︑
即
訊
旦
辤
﹂
︵﹃
壹
﹄

三
三
八
︶
︒

(２
)逐
召
⁝
追
跡
調
査
し
て
召
し
出
す
︒
四
簡
︻
注
︼
(７
)參
照
︒

(３
)考
問
⁝
調
べ
問
い
た
だ
す
︒
訊
問
す
る
︒
六
五
簡
︻
注
︼
(１
)參
照
︒

(４
)
辤
⁝
供
述
︒
一
簡
︻
注
︼︵
４
︶
參
照
︒

(５
)
本
⁝
以
前
︒
も
と
も
と
︒
あ
る
い
は
本
籍
︒﹁
以
本
俗
六
︑
安
萬
民
︵
鄭
玄

注
︒
本
猶
舊
也
︶
﹂
︵﹃
周
禮
﹄
地
官
・
大
司
徒
︶
︑﹁
辤
皆
曰
︑
行
︑
本
廣
漢
雒
︒
汝
︑

巴
郡
江
州
︒
理
︑
南
陽
平
氏
︒
曉
︑
湘
鄕
︒
姜
︑
縣
民
︒
行
・
汝
・
理
︑
皆
往
不

處
年
中
各
擧
家
來
客
臨
湘
︑
占
數
都
鄕
﹂
︵﹃
參
﹄
九
四
〇
︶
︑﹁
賢
辤
︑
本
臨
湘
民
︑

來
客
界
中
︒
丞
爲
洞
所
殺
︒
後
賢
擧
家
還
歸
本
縣
長
賴
亭
部
杅
上
丘
﹂
︵﹃
參
﹄
八

七
六
︶
︒

(６
)
縣
奇
鄕
⁝
﹁
奇
鄕
﹂
は
︑
長
沙
郡
連
道
縣
の
鄕
︒﹁
連
道
奇
鄕
受
占
︑
南
鄕

民
逢
定
本
事
﹂
︵﹃
壹
﹄
三
一
七
︶
︒
縣
名
や
修
飾
語
の
つ
か
な
い
﹁
縣
﹂
は
︑
發
信

者
の
所
屬
す
る
縣
を
指
し
︑
他
縣
所
屬
の
民
と
區
別
す
る
場
合
に
も
用
い
ら
れ

る
︒﹁
少
・
雅
︑
河
南
雒
陽
平
樂
鄕
壽
樂
里
︒
高
︑
南
陽
宛
︒
叔
︑
東
萊
︒
午
・

親
︑
縣
民
︒
午
︑
南
鄕
澨
里
︒
親
︑
都
鄕
樂
里
﹂
︵﹃
貳
﹄
五
九
八
︶
︒

(７
)
流
客
⁝
本
籍
地
を
離
れ
て
他
所
に
寄
寓
す
る
︒﹁
不
念
眞
後
︑
更
爲
貧
人
︑

收
無
所
得
︑
相
隨
流
客
︒
未
及
賤
穀
之
鄕
︑
飢
餓
道
傍
﹂
︵﹃
太
平
經
﹄
卷
百
十

二
︶
︑﹁
□審
諸
侯
五
屬
内
居
國
界
︑
有
罪
請
︒
五
屬
外
︑
便
以
法
令
治
︒
流
客
雖
五

屬
内
︑
不
得
行
復
除
﹂
︵
甘
谷
漢
簡
第
二
簡
︶
︑﹁
本
縣
奇
鄕
民
︒
前
流
客
留
占
著
︒

以
十
三
年
案
筭
後
︑
還
歸
本
鄕
﹂
︵﹃
壹
﹄
三
六
九
︶
︒

(８
)
占
屬
⁝
申
告
し
て
所
屬
す
る
︒﹁
占
﹂
は
︑﹁
官
廳
に
申
告
す
る
﹂
︵﹃
漢
簡
語

彙
﹄︶
︒﹁
寅
自
占
名
屬
都
鄕
安
成
里
﹂
︵﹃
貳
﹄
七
四
六
＋
五
六
九
︶
︒

(９
)
□
⁝
整
理
者
は
﹁
不
﹂
と
す
る
︒
文
脈
に
よ
っ
て
︑﹇
汪
蓉
蓉
二
〇
二
〇
﹈

は
﹁
未
﹂︑﹇
楊
小
亮
二
〇
二
二
﹈
一
二
一
頁
は
﹁
欲
﹂
に
改
め
る
︒
圖
版
で
は
中

心
の
縱
畫
と
右
拂
い
し
か
確
認
で
き
ず
︑
い
ず
れ
と
も
判
斷
し
が
た
い
た
め
︑
不

明
字
と
し
た
︒

(

)埶
⁝
樣
子
︒
狀
況
か
ら
し
て
︒﹁
袁
紹
不
達
大
體
︑
恐
懼
出
奔
︑
非
有
它
志
︒

10今
急
購
之
︑
埶
必
爲
變
︒
袁
氏
樹
恩
四
世
︑
門
生
故
吏
徧
於
天
下
︑
若
收
豪
傑
以

聚
徒
衆
︑
英
雄
因
之
而
起
︑
則
山
東
非
公
之
有
也
﹂
︵﹃
後
漢
書
﹄
袁
紹
列
傳
上
︶
︑

﹁
慮
奴
家
在
荼
陵
︑
埶
必
歸
臧
匿
︒
縣
欲
辟
課
負
言
不
還
︑
不
合
人
情
﹂
︵﹃
貳
﹄

五
四
六
︶
︑﹁
叔
近
在
贛
舍
︑
出
入
往
來
︑
知
識
非
一
處
︒
截
・
孝
︑
埶
必
具
知
相

隨
﹂
︵﹃
伍
﹄
一
八
六
〇
︶
︒

(

)聽
受
⁝
き
き
い
れ
る
︒
三
六
簡
︻
注
︼
(７
)
參
照
︒

11
︻
所
見
︼

｢奇
鄕
出
身
の
定
﹂
の
關
聯
簡
と
し
て
は
︑
連
道
縣
發
信
文
書
册
書
︵﹃
壹
﹄
三

八
四
︑﹃
壹
﹄
三
八
七
︶
と
楬
︵﹃
壹
﹄
三
一
七
︶
が
あ
る
︒﹇
張
榮
強
・
張
俊
毅
二
〇

二
〇
﹈︑﹇
汪
蓉
蓉
二
〇
二
〇
﹈︑﹇
飯
田
二
〇
二
一
﹈
參
照
︒
﹇
楊
小
亮
二
〇
二
二
﹈

一
一
〇
～
一
二
九
頁
は
︑
未
公
開
の
簡
を
含
む
六
五
八
七
︑﹃
壹
﹄
三
六
九
︑

﹃
壹
﹄
八
一
︑
五
九
三
七
︑﹃
貳
﹄
四
七
九
︑﹃
壹
﹄
三
八
四
︑﹃
壹
﹄
三
八
七
の
七

點
か
ら
な
る
册
書
を
復
元
し
て
い
る
︒

八
二
簡
︵①
:
8
6
︶

＊
﹃
選
釋
﹄
三

23.8
×
2.6cm

木
質

︻
釋
文
︼

廷
(１
)願
謁
(２
)除
前
解
從
今
(３
)言
府
移
豫

章
(４
)府
嚴
(５
)海
昏
艾
(６
)

長
沙
五
一
廣
場
東
漢
簡
牘
譯
注
稿

第
一
層

中
︵
八
〇
～
一
〇
〇
＋
一
〇
一
＋
一
〇
二
簡
︶

二
五
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＝
＝
處
何
吏
於

馮
等
所
匿
處
得
冉
所
棄
弩
(７
)不
□

蒙
當
案
致
(８
)案
致
曲
折
(９
)賜
報
盡

力
(

)實
核
(

)報
到
有
增
異

10

11

＝
＝
正
處

復
言
(

)鮪
順
鄷
(

)考
問
(

)留
遲
惶
恐
(

)

12

13

14

15

︻
訓
讀
︼

⁝
⁝
廷
︑
願
い
謁
︵
こ
︶
う
ら
く
は
︑
前
の
解
を
除
き
今
に
從
い
︑
府
に
言
わ
ん

こ
と
を
︒
豫
章
府
に
移
し
︑
海
昏
・
艾
に
嚴
せ
し
め
よ
︒
何
れ
の
吏
か
馮
等
の
匿

る
る
所
の
處
に
於
い
て
冉
の
棄
つ
る
所
の
弩
を
得
る
や
を
處
ら
か
に
せ
よ
︒
不
□

蒙
︒
當
に
案
致
す
べ
き
は
曲
折
を
案
致
し
︑
報
を
賜
え
︒
盡
力
し
て
實
核
せ
ん
︒

報
到
り
て
增
異
有
ら
ば
︑
正
處
し
て
復
た
言
わ
ん
︒
鮪
・
順
・
鄷
︑
考
問
の
留
遲

し
惶
恐
⁝
⁝

︻
現
代
語
譯
︼

⁝
⁝
縣
廷
に
お
か
れ
ま
し
て
は
︑
先
の
解
を
削
除
し
今
回
の
も
の
を
聞
き
入
れ
︑

太
守
府
に
報
告
し
て
く
だ
さ
い
︒
豫
章
太
守
府
に
送
り
︑
海
昏
縣
・
艾
縣
に
指
示

命
令
さ
せ
て
く
だ
さ
い
︒
ど
の
吏
が
馮
た
ち
が
か
く
れ
て
い
た
場
所
で
冉
が
棄
て

た
弩
を
入
手
し
た
の
か
を
審
ら
か
に
し
て
く
だ
さ
い
︒
不
□
蒙
︒
取
り
調
べ
を
す

べ
き
は
詳
細
を
取
り
調
べ
︑
返
答
を
く
だ
さ
い
︒
︵
私
た
ち
は
︶
盡
力
し
て
調
査
し

明
ら
か
に
致
し
ま
す
︒
返
答
が
到
着
し
變
更
が
あ
れ
ば
︑
正
し
く
審
ら
か
に
し
て

再
び
報
告
し
ま
す
︒
鮪
・
順
・
鄷
は
考
問
が
遲
滯
し
惶
恐
⁝
⁝

︻
注
︼

(１
)
廷
⁝
縣
廷
を
指
す
︒﹁
唯
廷
﹂
の
﹁
廷
﹂
字
を
平
出
す
る
た
め
に
改
行
す
る

例
が
多
く
︑
編
綴
さ
れ
て
い
た
前
簡
の
末
字
は
﹁
唯
﹂
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
︒

四
〇
簡
︻
注
︼
(１
)參
照
︒

(２
)
願
謁
⁝
～
し
て
く
だ
さ
い
︒﹁
謁
﹂
は
︑﹁
も
う
す
﹂﹁
請
う
﹂
︵﹃
漢
簡
語

彙
﹄︶
︒﹁
謁
者
掌
賓
讚
受
事
︵
顏
師
古
注
︒
應
劭
曰
︑
謁
︑
請
也
︑
白
也
︶
﹂
︵﹃
漢
書
﹄

百
官
公
卿
表
上
︶
︒
相
手
に
行
動
を
求
め
て
も
う
す
︒﹁
唯
廷
謁
言
府
﹂
︵﹃
選
釋
﹄
六

九
︵③

:325-5-6︶︶
︒﹁
願
謁
﹂
は
他
に
︑﹁
兼
左
部
勸
農
賊
捕
掾
祉
言
︑
考
實
臧
物

直
錢
數
多
少
︑
願
謁
傅
前
解
﹂
︵﹃
肆
﹄
一
二
七
八
︶
に
み
え
る
が
︑
標
題
簡
で
あ

る
た
め
︑
省
略
し
た
表
記
の
可
能
性
が
あ
る
︒
﹁
願
謁
﹂
に
似
た
語
と
し
て
は

﹁
願
請
﹂
が
あ
る
︒﹁
樓
船
將
軍
僕
上
書
願
請
引
兵
擊
東
粵
﹂
︵﹃
漢
書
﹄
兩
粤
傳
︶
︑

﹁
願
請
大
吏
一
人
︑
案
行
覆
考
︑
如
武
辤
﹂
︵﹃
選
釋
﹄
四
五
︵③

:325-1-
103︶
︶
︒

﹁
願
請
﹂
と
﹁
請
﹂︑﹁
願
謁
﹂
と
﹁
謁
﹂
の
區
別
は
明
確
で
は
な
い
︒
本
來
の
願

い
求
め
る
と
い
う
意
味
が
薄
れ
︑
敬
語
表
現
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
か
︒﹁
唯

廷
言
府
︑
謁
傅
前
解
﹂
︵﹃
壹
﹄
九
五
︶
︑﹁
直
符
戸
曹
史
盛
劾
︒
敢
言
之
︒
謹
移
獄
︑

謁
以
律
令
從
事
︒
敢
言
之
﹂
︵﹃
陸
﹄
二
一
八
七
︶
︒﹇
章
二
〇
二
二
﹈
參
照
︒

(３
)
除
前
解
從
今
⁝
前
の
報
告
を
削
除
し
今
回
の
も
の
に
差
し
替
え
る
︒﹁
解
﹂

は
︑
説
明
︒
も
う
し
ひ
ら
き
︒
一
六
簡
︻
注
︼
(２
)
參
照
︒﹁
前
解
﹂
は
︑
以
前

の
説
明
報
告
書
を
指
す
︒﹁
前
失
不
處
寶
姓
︒
唯
廷
謁
傅
前
解
﹂
︵﹃
肆
﹄
一
四
八

七
︶
︒﹁
今
﹂
は
︑
今
回
の
報
告
︑
つ
ま
り
こ
の
文
書
を
指
す
︒﹇
高
智
敏
二
〇
一

七
﹈
參
照
︒

(４
)豫
章
⁝
揚
州
豫
章
郡
︒
一
簡
︻
注
︼
(

)參
照
︒

10

(５
)
嚴
⁝
嚴
格
に
指
示
命
令
す
る
︒﹁
嚴
︑
教
命
急
也
﹂
︵﹃
説
文
解
字
﹄
吅
部
︶
︒

五
一
廣
場
簡
で
は
︑
他
官
に
對
し
て
︑
屬
官
へ
の
指
示
命
令
を
出
す
よ
う
依
賴
す

る
場
合
に
用
い
ら
れ
る
︒﹁
唯
廷
謁
言
府
︑
移
書
邯
單
︑
嚴
都
鄕
︑
削
除
漢
・
胡

爵
爲
士
伍
﹂
︵﹃
貳
﹄
四
二
二
︶
︑﹁
廷
謁
傅
前
解
︑
嚴
小
武
陵
曲
平
亭
長
﹂
︵﹃
參
﹄
一

一
〇
三
︶
︒

(６
)
海
昏
・
艾
⁝
海
昏
縣
︵
侯
國
︶
と
艾
縣
を
指
す
︒﹇
莊
小
霞
二
〇
一
六
﹈
參

照
︒
と
も
に
豫
章
郡
所
屬
︒﹁
豫
章
郡
︵
略
︶
︒
艾
︒
海
昬
侯
國
﹂
︵﹃
續
漢
書
﹄
郡

國
志
四
・
揚
州
︶
︒

(７
)處
何
吏
於
馮
等
所
匿
處
得
冉
所
棄
弩
⁝
海
昏
・
艾
縣
に
對
し
て
情
報
の
提
供

を
求
め
て
い
る
箇
所
で
あ
る
が
︑
意
味
が
取
り
が
た
い
︒
假
に
︑
先
の
﹁
處
﹂
は

﹁
審
ら
か
に
す
る
﹂
︵
一
簡
︻
注
︼
(６
)
參
照
︶
︑
後
の
﹁
處
﹂
は
﹁
場
所
︒
居
所
﹂

︵﹃
漢
簡
語
彙
﹄︶
と
し
て
理
解
し
た
︒﹁
所
～
處
﹂
の
例
に
︑﹁
書
到
︑
遣
都
吏
與
縣

二
六
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令
以
下
逐
捕
捜
索
部
界
中
︑
疑
亡
人
所
隱
匿
處
︑
以
必
得
爲
故
﹂
︵
居
延
漢
簡

179.9︶
が
あ
る
︒
ま
た
﹁
處
﹂
が
隣
接
し
て
﹁
審
ら
か
に
す
る
﹂
と
﹁
場
所
﹂
の

二
つ
の
意
で
用
い
ら
れ
る
と
解
し
う
る
例
に
︑﹁
又
不
處
□
□
□
口
隱
︵
？
︶
人

臧
皆
同
處
不
︑
并
處
﹂
︵﹃
伍
﹄
一
七
二
九
︶
が
あ
る
︒

(８
)
案
致
⁝
﹁
調
べ
て
き
ち
ん
と
處
置
す
る
﹂
︵﹃
漢
簡
語
彙
﹄︶
︒﹁
時
武
威
太
守
倚

恃
權
埶
︑
恣
行
貪
横
︑
從
事
武
都
蘇
正
和
案
致
其
罪
﹂
︵﹃
後
漢
書
﹄
蓋
勳
列
傳
︶
︒

(９
)
曲
折
⁝
詳
細
︒﹁
復
請
將
軍
曰
︑
吾
益
知
呉
壁
曲
折
︑
請
復
往
︵
顏
師
古
注
︒

曲
折
︑
猶
言
委
曲
也
︶
﹂
︵﹃
漢
書
﹄
灌
夫
傳
︶
︒

(

)盡
力
⁝
力
を
つ
く
す
︒
一
簡
︻
注
︼
(２
)參
照
︒
文
の
區
切
り
を
示
す
文
言

10と
し
て
使
用
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
︒﹁
廷
謁
言
府
︒
盡
力
實
核
︑
有
增
異
︑
正
處

復
言
﹂
︵﹃
壹
﹄
三
一
九
︶
︑﹁
奉
得
書
︑
輒
尋
擇
推
求
何
人
︑
未
能
得
︒
期
日
迫
盡
︑

不
能
趨
會
︑
願
復
假
期
︒
盡
力
辟
切
︑
陰
微
起
居
︑
逐
捕
何
人
﹂
︵﹃
參
﹄
八
八
一

＋
九
二
七
︶
︑﹁
案
馮
鬪
刃
傷
人
︑
直
發
覺
捕
得
︒
英
謹
已
劾
︒
盡
力
實
核
︑
辤
有

增
異
︑
正
處
復
言
﹂
︵﹃
肆
﹄
一
四
〇
五
︶
︒
本
簡
の
場
合
︑﹁
賜
報
﹂
ま
で
が
縣
廷

へ
の
依
賴
事
項
で
あ
る
こ
と
を
示
す
︒

(

)
實
核
⁝
調
査
し
明
ら
か
に
す
る
︒﹁
刺
史
太
守
多
爲
詐
巧
︑
不
務
實
核
﹂

11
︵﹃
後
漢
書
﹄
光
武
帝
紀
下
・
建
武
十
六
年
・
李
賢
注
所
引
﹃
東
觀
記
﹄︶
︑﹁
書
到
︑
亟
實

核
姦
詐
︑
明
正
處
言
﹂
︵﹃
選
釋
﹄
六
五
︵③

:325-4-46︶︶
︒

(

)有
增
異
︑
正
處
復
言
⁝
案
件
に
つ
い
て
情
報
に
追
加
や
異
同
が
あ
っ
た
場
合

12に
︑
再
度
報
告
す
る
こ
と
を
示
す
定
型
的
文
言
︒
一
簡
︻
注
︼︵
５
︶︵
６
︶
參

照
︒

(

)
鮪
・
順
・
鄷
⁝
そ
れ
ぞ
れ
人
名
と
し
て
複
數
箇
所
に
み
え
る
︒﹁
鮪
﹂
は

13
﹁
待
事
掾
張
鮪
﹂
︵﹃
壹
﹄
三
八
九
︶
︑﹁︵
桑
鄕
︶
助
佐
鮪
﹂
︵﹃
貳
﹄
四
一
四
︶
︑﹁
鄕
佐

張
鮪
﹂
︵﹃
貳
﹄
四
二
七
︶
が
い
る
︒﹁
順
﹂
は
﹁
兼
︵
左
賊
︶
史
順
﹂
︵﹃
貳
﹄
四
二
九

＋
四
三
〇
等
︶
︑﹁
兼
史
李
順
﹂
︵﹃
肆
﹄
一
二
六
四
︶
︑﹁
郵
佐
鄭
順
﹂
︵﹃
伍
﹄
一
七
〇

七
︶
︑﹁
南
亭
租
船
史
順
﹂
︵﹃
陸
﹄
二
一
九
〇
︶
が
い
る
︒﹁
鄷
﹂
は
﹁
兼
北
部
賊
捕

掾
江
鄷
﹂
︵﹃
壹
﹄
一
二
九
︶
︑﹁
東
部
勸
農
賊
捕
掾
鄷
﹂
︵﹃
貳
﹄
四
一
一
等
︶
︑﹁
史

鄷
﹂
︵﹃
參
﹄
八
四
六
︶
が
い
る
︒

(

)考
問
⁝
調
べ
問
い
た
だ
す
︒
訊
問
す
る
︒
六
五
簡
︻
注
︼
(１
)參
照
︒

14(

)
留
遲
惶
恐
⁝
職
務
が
お
く
れ
お
そ
れ
る
︒
﹁
留
遲
﹂
は
﹁
遲
れ
る
﹂
︵﹃
漢
簡

15
語
彙
﹄︶
︒﹁
黄
初
元
年
︑
奉
使
賀
文
帝
踐
阼
︑
而
道
路
得
疾
︑
故
計
遠
近
爲
稽
留
︒

︵
略
︶
今
溥
天
同
慶
︑
而
卿
最
留
遲
︑
何
也
﹂
︵﹃
三
國
志
﹄
魏
書
郭
淮
傳
︶
︑﹁
卒
史

以
材
留
遲
︑
勑
亟
發
民
下
材
﹂
︵﹃
貳
﹄
六
八
一
︶
︒﹁
惶
恐
﹂
は
お
そ
れ
る
︒
上
行

文
書
の
末
尾
に
お
い
て
︑
職
務
の
遲
滯
を
謝
罪
す
る
文
言
と
し
て
散
見
さ
れ
る
︒

一
簡
︻
注
︼︵
８
︶
參
照
︒﹁
事
竟
輒
言
︑
不
敢
須
期
︒
惲
職
事
留
遲
惶
恐
叩
頭
死

罪
死
罪
敢
言
之
﹂
︵﹃
壹
﹄
三
一
八
︶
︒

︻
所
見
︼

册
書
文
書
の
末
尾
直
前
の
簡
で
あ
る
︒
鮪
・
順
・
鄷
三
名
に
よ
る
縣
廷
あ
て
の

上
行
文
書
で
あ
り
︑
縣
廷
に
對
し
て
︑
以
前
提
出
し
た
文
書
︵﹁
前
解
﹂︶
の
差
し

替
え
と
太
守
府
へ
の
取
り
次
ぎ
を
求
め
る
︒
太
守
府
に
要
請
す
る
の
は
︑
豫
章
太

守
府
を
仲
介
と
し
た
︑
豫
章
郡
所
屬
の
縣
へ
の
照
會
で
あ
る
︒
雙
方
の
郡
太
守
府

を
通
し
て
他
郡
所
屬
縣
と
や
り
取
り
を
し
て
い
る
︒

八
三
簡
︵①

:
8
7
-
1
︶
23.7
×
2.8cm

木
質

︻
釋
文
︼

縣
五
百
里
(１
)
故
不
欲
送
冉
獄
還

毄
亭
積
三
日
其
廿
七
日
園

留
翕
出
沙

＝
＝
等
九
人
亭
中
令
伍
長
(２
)樊
仲
陳

明
等
守
視
(３
)園
悉
遣
妻
子
空
亭
(４
)

去
因
與
赦
調
調
一
棄
當
歩

園
柱
道
乘

＝
＝
都
師
(５
)區
堅
小
楄
船
一
㮴

︻
訓
讀
︼

⁝
⁝
縣
⁝
⁝
五
百
里
︒
故
に
冉
を
獄
に
送
る
を
欲
さ
ず
︑
還
り
て
亭
に
毄
ぐ
︒
積

む
こ
と
三
日
︑
其
の
廿
七
日
︑
園
︑
翕
・
出
・
沙
等
九
人
を
亭
中
に
留
め
︑
伍
長

長
沙
五
一
廣
場
東
漢
簡
牘
譯
注
稿

第
一
層

中
︵
八
〇
～
一
〇
〇
＋
一
〇
一
＋
一
〇
二
簡
︶

二
七
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の
樊
仲
・
陳
明
等
を
し
て
守
視
せ
し
む
︒
園
悉
く
妻
子
を
空
亭
に
遣
わ
し
て
去
ら

し
め
︑
因
り
て
赦
・
調
と
與
に
せ
し
む
︒
調
︑
一
た
び
棄
つ
る
も
當
に
歩
む
べ

し
︒
園
・
柱
︑
道
す
が
ら
都
師
の
區
堅
の
小
楄
船
一
㮴
に
乘
り
⁝
⁝

︻
現
代
語
譯
︼

⁝
⁝
縣
⁝
⁝
五
百
里
で
す
︒
そ
の
た
め
冉
を
獄
に
送
致
す
る
の
を
望
ま
ず
︑
も

ど
っ
て
亭
で
拘
束
し
ま
し
た
︒
經
過
す
る
こ
と
三
日
︑
同
月
二
十
七
日
︑
園
は

翕
・
出
・
沙
等
九
人
を
亭
の
中
に
拘
留
し
て
︑
伍
長
の
樊
仲
・
陳
明
ら
に
見
張
ら

せ
ま
し
た
︒
園
は
の
こ
ら
ず
妻
子
を
空
亭
に
や
っ
て
去
ら
せ
︑
そ
う
し
て
赦
・
調

と
行
動
を
と
も
に
さ
せ
ま
し
た
︒
調
は
一
度
や
め
た
が
歩
く
べ
き
で
し
た
︒
園
・

柱
は
道
中
都
師
の
區
堅
の
小
楄
船
一
㮴
に
乘
り
⁝
⁝

︻
注
︼

(１
)縣
五
百
里
⁝
某
縣
縣
廷
所
在
地
か
ら
︑
現
地
ま
で
の
距
離
が
五
百
里
で
あ
る

こ
と
を
言
う
か
︒﹁
去
縣
～
里
﹂
と
い
う
表
現
は
︑﹁
擧
家
還
歸
本
縣
長
賴
亭
部
杅

上
丘
︑
去
縣
百
五
十
餘
里
﹂
︵﹃
參
﹄
八
七
六
︶
と
み
え
る
︒

(２
)伍
長
⁝
一
種
の
役
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
︒
文
獻
で
は
閭
里
に
お
か
れ
治
安

に
か
か
わ
る
も
の
︵﹁
置
正
・
五
長
︵
顏
師
古
注
︒
五
長
︑
同
伍
之
中
置
一
人
爲
長
也
︶︑

相
率
以
孝
弟
︑
不
得
舍
姦
人
︒
閭
里
仟
佰
有
非
常
︑
吏
輒
聞
知
︑
姦
人
莫
敢
入
界
﹂﹃
漢

書
﹄
韓
延
壽
傳
︑﹁
置
父
老
・
師
帥
・
伍
長
︑
班
行
之
於
民
閒
︑
勸
以
爲
善
防
姦
之
意
﹂

﹃
漢
書
﹄
循
吏
傳
・
黄
霸
︶
︑
お
よ
び
軍
事
組
織
の
末
端
の
も
の
が
み
ら
れ
る
︵﹁
五

人
爲
伍
︑
伍
長
一
人
︒
十
人
爲
什
︑
什
長
一
人
︒
百
人
爲
卒
︑
卒
史
一
人
︒
五
百
人
爲

旅
︑
旅
帥
一
人
︒
二
千
五
百
人
爲
師
︑
師
帥
一
人
︒
萬
二
千
五
百
人
爲
軍
︑
軍
將
一
人
︒

以
上
卿
爲
將
軍
﹂
衛
宏
撰
・
孫
星
衍
校
﹃
漢
舊
儀
﹄︶
︒
一
方
︑
五
一
廣
場
簡
で
は
︑

縣
廷
の
命
令
に
よ
り
徴
發
選
任
さ
れ
て
い
る
︒﹁
守
史
勤
叩
頭
死
罪
敢
言
之
︒
前

受
遣
調
署
伍
長
︑
輒
與
御
門
・
庾
門
・
逢
門
亭
長
充
・
德
等
幷
力
循
行
﹂
︵﹃
參
﹄

一
〇
二
二
︶
︒
徴
發
は
亭
部
を
單
位
と
し
︵﹁
●
右
逢
門
亭
部
大
小
伍
長
凡
十
一
人
﹂

﹃
參
﹄
一
〇
二
四
︶
︑
職
務
上
︑
亭
と
關
わ
り
が
あ
る
︒﹁
松
︵
？
︶
陵
亭
長
酺
集
與

伍
長
黄
萇
︑
男
子
番
宛
・
李
爰
爰
書
﹂
︵﹃
壹
﹄
三
七
六
︶
︑﹁
良
以
吏
次
署
杅
亭
長
︑

將
縑
之
亭
︒
武
爲
小
伍
長
︑
俗
往
來
亭
︑
助
走
使
﹂
︵﹃
壹
﹄
三
八
〇
︶
︒

(３
)
守
視
⁝
見
守
る
︒
見
張
る
︒﹁
建
武
二
年
︑
以
皇
祖
・
皇
考
墓
爲
昌
陵
︑
置

陵
令
守
視
﹂
︵﹃
後
漢
書
﹄
宗
室
四
王
三
侯
列
傳
・
城
陽
王
祉
︶
︒

(４
)
空
亭
⁝
人
が
不
在
と
な
っ
て
い
る
亭
︒﹁
嘗
從
數
十
騎
出
行
塞
︑
見
鮮
卑
數

百
騎
︑
瓉
乃
退
入
空
亭
中
﹂
︵﹃
三
國
志
﹄
魏
書
公
孫
瓉
傳
︶
︑﹁
壯
卒
少
︑
不
足
以

追
︒
亭
不
可
空
︒
謁
遣
卒
索
﹂
︵
里
耶
秦
簡
九
-
一
一
一
二
︶
︑﹁
〼
而
空
亭
云
人
力

少
︑
狀
何
如
︑
詰
問
﹂
︵
居
延
漢
簡

E
P
F
22:519A
︶
︒﹁
我
有
空
舍
﹂
︵﹃
壹
﹄
三
四

三
︶
と
い
う
表
現
も
み
え
る
︒

(５
)
都
師
⁝
不
明
︒
本
簡
で
都
師
が
船
を
扱
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
﹁
船
師
﹂

︵﹃
貳
﹄
四
六
四
︑﹃
參
﹄
九
八
九
等
︶
に
關
聯
す
る
か
︒

︻
所
見
︼

複
數
の
固
有
名
詞
が
重
複
す
る
の
で
︑﹃
壹
﹄
三
四
三
︑﹃
壹
﹄
四
〇
〇
と
關
聯

す
る
案
件
で
あ
ろ
う
︒
ま
た
﹃
壹
﹄
四
〇
〇
は
豫
章
が
關
與
し
て
い
る
こ
と
か

ら
︑
冉
に
つ
い
て
豫
章
府
に
依
賴
す
る
八
二
簡
も
關
聯
す
る
可
能
性
が
あ
る
︒

人
を
亭
に
拘
束
し
た
こ
と
は
文
獻
に
も
み
え
る
が
︵﹃
漢
書
﹄
翟
方
進
傳
︶
︑
五

一
廣
場
簡
で
は
﹃
貳
﹄
五
三
八
︑﹁
簡
報
﹂
例
五
︵③

:325-1-140︶
で
も
亭
に
人

を
繫
し
︑﹁
〼
輔
︵
？
︶
盜
木
︑
義
收
毄
輔
亭
︑
考
問
〼
﹂
︵﹃
肆
﹄
一
四
三
八
︶
に

よ
れ
ば
考
問
も
行
わ
れ
た
︒

八
四
簡
︵①

:
8
8
-
1
︶

＊
﹃
選
釋
﹄
四

23.1
×
2.9cm

木
質

︻
釋
文
︼

縱
(１
)武
衆
疑
有
姦
詐
(２
)唯

廷
(３
)財
(４
)部
吏
(５
)考
實
(６
)
奐
惶
恐

叩
頭
死
罪
死
罪
敢
言

之

︻
訓
讀
︼

⁝
⁝
武
・
衆
を
縱
す
︒
疑
う
ら
く
は
姦
詐
有
ら
ん
︒
唯
わ
く
は
廷
︑
財
し
て
吏
を

二
八
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部
し
考
實
せ
よ
︒
奐
惶
恐
叩
頭
死
罪
死
罪
敢
え
て
之
を
言
う
︒

︻
現
代
語
譯
︼

⁝
⁝
武
・
衆
を
見
逃
し
ま
し
た
︒
惡
事
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
︒
縣
廷

に
お
か
れ
ま
し
て
は
︑
裁
量
し
て
吏
を
統
括
し
て
調
査
す
る
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
︒
奐
は
惶
恐
叩
頭
死
罪
死
罪
し
て
申
し
上
げ
ま
す
︒

︻
注
︼

(１
)
縱
⁝
犯
罪
を
見
逃
す
︒﹁
縱
﹂
に
は
︑
ゆ
る
す
︑
捨
て
る
の
意
が
あ
る
︒

﹁
縱
︑
緩
也
︒
一
曰
舍
也
﹂
︵﹃
説
文
解
字
﹄
糸
部
︶
︒﹁
故
縱
︵
故
意
に
見
逃
す
︶
﹂
に

對
し
て
は
罰
則
が
あ
る
︒﹁
於
是
招
進
張
湯
・
趙
禹
之
屬
︑
條
定
法
令
︑
作
見
知

故
縱
﹂
︵﹃
漢
書
﹄
刑
法
志
︶
︑﹁
廷
尉
李
种
坐
故
縱
死
罪
棄
市
︵
顏
師
古
注
︒
縱
謂
容

放
之
︶
﹂
︵﹃
漢
書
﹄
昭
帝
紀
・
始
元
四
年
︶
︑﹁
論
獄
何
謂
不
直
︒
何
謂
縱
囚
︒
︵
略
︶

當
論
而
端
弗
論
︑
及
㑥
其
獄
︑
端
令
不
致
︑
論
出
之
︑
是
謂
縱
囚
﹂
︵
睡
虎
地
秦

簡
・
法
律
答
問
九
三
︶
︑﹁
鞫
獄
故
縱
・
不
直
︑
及
診
・
報
・
辟
故
弗
窮
審
者
︑
死

罪
︑
斬
左
趾
爲
城
旦
︑
它
各
以
其
罪
論
之
﹂
︵﹁
二
年
律
令
﹂
九
三
・
具
律
︶
︒
本
簡

の
冒
頭
は
﹁
縱
﹂
で
あ
る
の
で
︑
編
綴
さ
れ
て
い
た
前
簡
の
末
尾
に
﹁
故
﹂
字
が

存
在
し
︑
｢故
縱
｣で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
︒

(２
)
姦
詐
⁝
惡
事
︒
法
に
抵
觸
し
罰
せ
ら
れ
る
べ
き
行
爲
を
指
す
︒﹁
書
奏
︑

恭
・
顯
疑
其
更
生
所
爲
︑
白
請
考
姦
詐
︒
辭
果
服
︑
遂
逮
更
生
繫
獄
﹂
︵﹃
漢
書
﹄

楚
元
王
傳
・
劉
向
︶
︑﹁
以
賕
掾
董
普
︑
防
以
錢
七
千
二
百
付
董
︒
書
到
︑
亟
考
實

姦
詐
︑
證
槮
驗
正
處
言
﹂
︵﹃
壹
﹄
三
三
八
︑﹇
楊
小
亮
二
〇
二
二
﹈
一
五
〇
頁
參
照
︶
︒

(３
)唯
廷
⁝
縣
廷
に
願
う
︒
四
〇
簡
︻
注
︼
(１
)參
照
︒

(４
)
財
⁝
﹁
裁
量
す
る
︒﹃
裁
﹄
に
同
じ
﹂
︵﹃
漢
簡
語
彙
﹄︶
︒﹁
願
得
吏
︑
與
幷
力

考
問
伯
山
等
︒
唯
明
廷
財
︒
延
愚
戇
惶
恐
叩
頭
死
罪
死
罪
﹂
︵﹃
壹
﹄
二
九
一
︶
︒

(５
)
部
吏
⁝
吏
を
統
括
す
る
︒
吏
に
命
じ
る
︒﹁
部
﹂
は
︑
管
轄
す
る
︒
ひ
き
い

る
︒
四
簡
︻
注
︼
(

)
參
照
︒﹁
部
吏
﹂
に
は
︑
吏
の
カ
テ
ゴ
リ
を
指
す
名
詞
と

10

し
て
の
用
法
も
あ
る
︒﹁
自
今
彊
盜
爲
上
官
若
它
郡
縣
所
糺
覺
︑
一
發
︑
部
吏
皆

正
法
︵
李
賢
注
︒
部
吏
謂
督
郵
・
游
徼
也
︶
﹂
︵﹃
後
漢
書
﹄
陳
寵
列
傳
・
陳
忠
︶
︑﹁
建
二

男
子
殺
根
︑
截
取
左
肩
上
肉
︑
長
廣
各
三
寸
︑
深
至
骨
︒
部
吏
皆
匿
不
言
﹂

︵﹃
壹
﹄
二
二
八
︶
︒
し
か
し
︑
こ
こ
で
は
文
脈
上
︑
吏
を
統
括
す
る
こ
と
と
理
解
し

た
︒

(６
)考
實
⁝
調
査
す
る
︒
一
簡
︻
注
︼
(３
)參
照
︒

︻
所
見
︼

｢武
﹂﹁
衆
﹂
は
︑﹃
參
﹄
一
一
二
一
︑﹃
參
﹄
一
一
五
三
＋
一
一
二
七
︑
﹃
肆
﹄

一
六
〇
〇
＋
一
五
九
三
＋
一
六
一
一
︑
﹃
伍
﹄
一
八
五
六
＋
一
八
七
八
に
も
み
え

る
︒﹃
伍
﹄
一
八
五
六
＋
一
八
七
八
は
標
題
簡
で
﹁
税
官
言
︑
捕
得
蘭
魚
者
張

武
・
李
衆
︑
以
付
都
亭
長
薛
邯
︑
絶
匿
不
言
︑
願
部
吏
考
姦
詐
解
書
﹂
と
あ
り
︑

都
亭
長
邯
が
武
・
衆
の
密
漁
を
報
告
し
な
か
っ
た
と
い
う
事
件
を
報
告
し
て
い

る
︒
本
簡
の
﹁
縱
﹂﹁
姦
詐
﹂
と
は
︑
こ
れ
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
︒

八
五
簡
︵①

:
8
9
-
1
︶

＊
﹃
選
釋
﹄
五

23.3
×
3.0cm

木
質

︻
釋
文
︼

男
子
曰
我
窮
人
(１
)勿
迫
我
掾
(２
)還
詳

曰
何
如
還
者
(３
)下
馬
男
子
以
解
刀

＝
＝
(４
)刺

詳
不
中
詳
以
所
有
把
刀
(５
)斫
(６
)男
子

創
(７
)
二
所
男
子
復
走
五
歩
所
詳
追

逐
(８
)
及
男
子
還
反
顧
(９
)
薌
(

)
10

＝
＝
詳
尚

持
兵
未
彊
赴
詳
復
斫
男
子
創
二

︻
訓
讀
︼

⁝
⁝
男
子
曰
く
︑﹁
我
︑
窮
人
な
り
︒
我
に
迫
る
な
か
れ
︒
掾
︑
還
れ
﹂
と
︒
詳
︑

曰
く
︑﹁
何
如
ぞ
還
ら
ん
や
﹂
と
︒
馬
を
下
る
︒
男
子
︑
解
刀
を
以
て
詳
を
刺
さ

ん
と
す
る
も
中
ら
ず
︒
詳
︑
有
す
る
所
の
把
刀
を
以
て
男
子
を
斫
︵
き
︶
る
に
創

二
所
あ
り
︒
男
子
︑
復
た
走
る
こ
と
五
歩
所
︵
ば
か
り
︶
︒
詳
︑
追
逐
し
︑
及
ば

ん
と
す
る
に
︑
男
子
︑
還
っ
て
反
顧
し
て
詳
に
嚮
︵
む
︶
か
う
︒
尚
お
兵
を
持
つ

も
未
だ
彊
い
て
赴
か
ざ
れ
ば
︑
詳
︑
復
た
男
子
を
斫
る
に
創
二
⁝
⁝

長
沙
五
一
廣
場
東
漢
簡
牘
譯
注
稿

第
一
層

中
︵
八
〇
～
一
〇
〇
＋
一
〇
一
＋
一
〇
二
簡
︶

二
九
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︻
現
代
語
譯
︼

⁝
⁝
男
は
﹁
お
れ
は
何
を
す
る
か
わ
か
ら
な
い
ぞ
︒
お
れ
に
近
づ
く
な
︒
あ
ん
た

は
歸
れ
﹂
と
言
っ
た
︒
詳
は
﹁
ど
う
し
て
歸
ろ
う
も
の
か
﹂
と
言
っ
て
馬
を
下
り

た
︒
男
は
解
刀
で
詳
を
刺
そ
う
と
し
た
が
あ
た
ら
な
か
っ
た
︒
詳
は
自
分
の
把
刀

で
男
を
切
り
つ
け
二
か
所
傷
を
負
わ
せ
た
︒
男
は
再
び
五
歩
ば
か
り
︵
約
七
メ
ー

ト
ル
︶
逃
げ
た
︒
詳
が
追
い
か
け
て
︑
追
い
つ
こ
う
と
し
た
時
︑
男
は
逆
に
振
り

返
っ
て
詳
の
方
を
向
い
た
︒
︵
男
は
︶
な
お
武
器
を
持
っ
て
い
た
が
ま
だ
向
か
っ

て
こ
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
の
で
︑
詳
は
再
び
男
に
切
り
つ
け
二
⁝
⁝
傷
を
負
わ

せ
⁝
⁝

︻
注
︼

(１
)
窮
人
⁝
追
い
詰
め
ら
れ
て
八
方
ふ
さ
が
り
の
人
︒﹁
陛
下
疾
臣
愈
深
︑
有
司

咎
臣
甫
力
︑
止
則
見
埽
滅
︑
行
則
爲
亡
虜
︑
苟
生
則
爲
窮
人
︑
極
死
則
爲
冤
鬼
﹂

︵﹃
後
漢
書
﹄
寇
恂
列
傳
・
寇
榮
︶
︒

(２
)
掾
⁝
こ
こ
で
は
︑
人
に
對
す
る
呼
稱
︒
多
く
は
役
人
に
對
し
て
用
い
ら
れ

る
︒﹇
陳
偉
二
〇
一
六
﹈
參
照
︒﹁
嗇
夫
孫
性
私
賦
民
錢
︑
市
衣
以
進
其
父
︑
︵
略
︶

祐
曰
︑
掾
以
親
故
︑
受
污
穢
之
名
︑
所
謂
觀
過
斯
知
人
矣
﹂
︵﹃
後
漢
書
﹄
呉
祐
列

傳
︶
︒

(３
)何
如
還
者
⁝
こ
こ
ま
で
が
詳
の
言
葉
で
︑
こ
の
後
に
詳
は
馬
を
下
り
て
男
子

と
事
件
に
至
る
と
い
う
﹇
陳
偉
二
〇
一
六
﹈
の
理
解
に
從
う
︒

(４
)
解
刀
⁝
動
物
解
體
用
の
刀
か
︒﹁
庖
丁
爲
文
惠
君
解
牛
︑
︵
略
︶
庖
丁
釋
刀
對

曰
︑
︵
略
︶
始
臣
之
解
牛
之
時
︑
所
見
无
非
牛
者
﹂
︵﹃
莊
子
﹄
養
生
主
︶
︑﹁
即
持
所

有
解
刀
︑
與
當
・
非
俱
行
﹂
︵﹃
參
﹄
一
四
七
四
＋
九
二
三
︶
︒

(５
)
把
刀
⁝
刀
の
一
種
︒
詳
細
は
不
明
︒﹁
時
詔
奉
曰
︑
︵
略
︶
賜
奉
錢
十
萬
︑
駮

犀
方
具
劒
・
金
錯
把
刀
劒
・
革
帶
各
一
﹂
︵﹃
後
漢
書
﹄
應
奉
列
傳
李
賢
注
所
引
﹃
謝

承
書
﹄︶
︑﹁
□
把
刀
一
枚
數
﹂
︵
居
延
漢
簡

551.43︶
︑﹁
到
今
年
正
月
廿
七
日
︑
壽
持

所
有
把
刀
・
矛
各
一
︑
之
赦
舍
門
外
﹂
︵﹃
參
﹄
九
九
〇
︶
︒

(６
)
斫
⁝
打
つ
︒
た
た
き
切
る
︒﹁
斫
︑
擊
也
﹂
︵﹃
説
文
解
字
﹄
斤
部
︶
︑﹁
如
有
好

用
劍
者
︑
見
寢
石
︑
懼
而
斫
之
︑
可
復
謂
能
斷
石
乎
﹂
︵﹃
論
衡
﹄
儒
增
︶
︑﹁
男
子

張
度
與
黄
叔
爭
言
鬪
︑
度
拔
刀
欲
斫
叔
不
中
﹂
︵﹃
壹
﹄
三
〇
七
︶
︒

(７
)創
⁝
傷
︒﹁
傷
﹂
は
動
詞
と
し
て
︑﹁
創
﹂
は
名
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と

が
多
い
︒﹁
顯
蹙
令
進
︑
授
不
獲
已
︑
前
戰
︑
伏
兵
發
︑
授
身
被
十
創
︑
歿
於
陣
﹂

︵﹃
後
漢
書
﹄
獨
行
列
傳
・
劉
茂
︶
︑﹁
相
擊
︑
尊
擊
傷
良
頭
四
所
︑
其
一
所
創
袤
三

寸
﹂
︵
居
延
漢
簡

E
P
T
68:172︶
︑﹁
復
射
傷
武
右
肩
創
一
所
﹂
︵﹃
貳
﹄
六
四
三
＋
六
八

五
︶
︒

(８
)
追
逐
⁝
﹁
お
い
か
け
る
﹂
︵﹃
漢
簡
語
彙
﹄︶
︒﹁
今
年
八
月
癸
酉
除
爲
不
侵
候

史
︑
以
日
迹
爲
職
︑
嚴
新
除
未
有
追
逐
器
物
︑
自
言
尉
駿
所
曰
毋
追
逐
物
︑
駿
遣

嚴
往
來
毋
過
﹂
︵
居
延
漢
簡

E
P
T
59:1︶
︑﹁
純
使
之
醴
陵
追
逐
故
市
亭
長
慶
睦
﹂

︵﹃
壹
﹄
三
三
六
︶
︒

(９
)
反
顧
⁝
振
り
返
っ
て
み
る
︒﹁
荊
王
與
晏
子
立
語
︒
有
縛
一
人
︑
過
王
而
行

︵
略
︶
︒
王
曰
︑
齊
人
固
盜
乎
︒
晏
子
反
顧
之
曰
︑
江
南
有
橘
︑
齊
王
使
人
取
之
而

樹
之
於
江
北
︑
生
不
爲
橘
︑
乃
爲
枳
︑
所
以
然
者
何
﹂
︵﹃
説
苑
﹄
奉
使
︶
︒

(

)
薌
⁝
﹃
選
釋
﹄
は
﹁
嚮
﹂
に
讀
み
替
え
︑
顏
を
向
け
る
意
と
解
す
る
︒
こ
れ

10に
從
う
︒

︻
所
見
︼

本
簡
と
そ
の
關
聯
簡
に
つ
い
て
は
︑﹇
蔡
雨
萌
二
〇
二
一
﹈︑﹇
楊
小
亮
二
〇
二

二
﹈
一
八
九
～
二
〇
四
頁
が
整
理
し
て
い
る
︒

一
三
二
＋
八
六
簡
︵①

:
1
1
6
-
4
＋①

:
9
0
︶
一
三
二

5.4
×

3.2cm
︑
八
六

19.1
×

3.0cm

木
質

︻
釋
文
︼

君
教
諾

︻
訓
讀
︼

三
〇
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君
教
︒
諾
す
︒

︻
現
代
語
譯
︼

君
教
︒
承
諾
し
た
︒

︻
所
見
︼

君
教
兩
行
簡
︒
一
七
簡
參
照
︒

八
七
簡
︵①

:
9
1
︶
23.2
×
3.1cm

木
質

︻
釋
文
︼

謁
言
(１
)壽
鬪
殺
(２
)人
亡
命
命

封
等
前
別
處
(３
)壽
命
□

＝
＝
□
故
(４
)唯

〼

廷
(５
)盛
虎
(６
)奉
使
(７
)留
遲
(８
)無
狀
(９
)惶

恐
叩
頭
死
罪
死
罪
敢
言
之

︻
訓
讀
︼

⁝
⁝
言
う
を
謁
︵
こ
︶
う
︒
壽
は
人
を
鬪
殺
し
て
亡
命
す
︑
と
︒
命
・
封
等
︑
前

に
別
處
す
︒
壽
・
命
□
□
故
︒
廷
に
唯
う
︒
盛
・
虎
は
奉
使
す
る
に
留
遲
無
狀
︑

惶
恐
叩
頭
死
罪
死
罪
し
て
敢
え
て
之
を
言
う
︒

︻
現
代
語
譯
︼

⁝
⁝
以
下
を
報
告
し
て
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
︒
壽
は
人
を
鬪
殺
し
て
亡
命
し

ま
し
た
︒
命
・
封
等
に
つ
い
て
は
︑
以
前
に
詳
し
く
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
︒

壽
・
命
□
□
故
︒
縣
廷
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
︒
盛
と
虎
は
奉
使
し
な
が
ら
遲
滯

し
不
屆
き
で
︑
惶
恐
叩
頭
死
罪
死
罪
し
て
申
し
上
げ
ま
す
︒

︻
注
︼

(１
)謁
言
⁝
自
分
の
報
告
を
先
方
に
傳
え
る
よ
う
求
め
る
︒﹁
謁
﹂
は
︑
も
う
す
︒

請
う
︒
八
二
簡
︻
注
︼
(２
)參
照
︒
五
一
廣
場
簡
で
は
︑﹁
唯
廷
謁
言
府
﹂
︵﹃
貳
﹄

四
二
二
︶
の
よ
う
に
︑
郡
へ
の
上
申
を
縣
に
請
う
例
が
多
い
︒
本
簡
の
場
合
︑

﹁
言
﹂
の
對
象
者
が
書
か
れ
て
い
な
い
︒

(２
)
鬪
殺
⁝
た
が
い
に
爭
っ
た
末
に
殺
害
す
る
︒﹁
鬪
﹂
は
︑﹁
相
互
に
敵
意
を

も
っ
て
暴
力
を
ふ
る
う
﹂
︵﹃
漢
簡
語
彙
﹄︶
︒﹁
賊
殺
人
︑
鬪
而
殺
人
︑
棄
市
︒
其
過

失
及
戲
而
殺
人
︑
贖
死
﹂
︵﹁
二
年
律
令
﹂
二
一
・
賊
律
︶
︑﹁
元
興
元
年
八
月
十
四

日
︑
萇
︑
鬭
殺
男
子
區
雲
亡
﹂
︵﹃
壹
﹄
一
〇
〇
＋
一
〇
一
＋
一
〇
二
︶
︒

(３
)
別
處
⁝
一
つ
一
つ
明
ら
か
に
す
る
︒
區
別
し
て
詳
し
く
調
べ
る
︒﹁
明
分
別

處
﹂
︵﹃
肆
﹄
一
二
六
九
︶
︑﹁
明
分
別
正
處
﹂
︵﹃
貳
﹄
六
八
六
︶
︑﹁
明
正
處
﹂
︵﹃
貳
﹄

六
〇
〇
等
︶
等
の
類
似
表
現
と
︑
そ
の
否
定
で
あ
る
﹁
不
分
別
處
﹂
︵﹃
貳
﹄
四
六
七

等
︶
︑﹁
不
分
別
實
﹂
︵﹃
壹
﹄
八
〇
︶
が
み
ら
れ
る
︒
﹁
分
別
﹂
は
︑
區
別
す
る
︒
八

〇
簡
︻
注
︼
(１
)參
照
︒﹁
處
﹂
は
︑
審
ら
か
に
す
る
︒
一
簡
︻
注
︼
(６
)參
照
︒

な
お
︑
命
・
封
等
の
人
名
が
別
處
を
行
う
主
體
で
あ
る
の
か
︑
別
處
の
對
象
で
あ

る
の
か
は
判
斷
し
が
た
い
︒﹁
戎
以
劾
︑
前
失
不
分
別
處
﹂
︵﹃
壹
﹄
九
五
︶
で
あ
れ

ば
︑﹁
戎
﹂
は
明
ら
か
に
主
體
と
な
る
吏
の
名
で
あ
る
が
︑﹁
沙
・
翕
・
紫
等
所
犯

別
處
﹂
︵﹃
壹
﹄
四
〇
〇
︶
の
﹁
沙
・
翕
・
紫
等
﹂
は
別
處
の
對
象
と
な
る
犯
罪
者

の
名
で
あ
る
︒
こ
こ
で
は
假
に
︑
別
處
の
對
象
者
と
し
て
譯
し
た
︒

(４
)命
□
□
故
⁝
整
理
者
は
﹁
命
盛
︵
？
︶
□
故
﹂
と
す
る
︒
圖
版
で
は
︑﹁
盛
﹂

の
字
形
は
確
認
で
き
ず
︑﹇
楊
小
亮
二
〇
二
二
﹈
五
四
頁
も
不
明
字
と
し
て
い
る
︒

ま
た
︑﹁
故
﹂
の
前
の
不
明
字
に
つ
い
て
︑
楊
小
亮
は
文
例
に
よ
り
﹁
物
﹂
で
は

な
い
か
と
す
る
︒
蓋
然
性
は
高
い
が
︑
圖
版
で
は
判
讀
で
き
な
い
︒

(５
)
唯
廷
⁝
縣
廷
に
願
う
︒
四
〇
簡
︻
注
︼
(１
)
・
同
︻
所
見
︼
參
照
︒﹁
敢
言

之
﹂
上
行
文
書
の
類
例
で
は
︑﹁
廷
﹂
の
後
に
具
體
的
に
希
望
す
る
用
件
内
容
が

續
く
︒﹁
唯
廷
︑
財
部
吏
考
實
﹂
︵﹃
壹
﹄
八
四
︶
︒
本
簡
の
場
合
︑﹁
盛
・
虎
︑
奉
使

留
遲
無
狀
﹂
は
︑
發
信
者
の
諱
お
よ
び
﹁
敢
言
之
﹂
へ
と
つ
な
が
る
上
行
文
書
の

常
套
的
表
現
で
あ
り
︑
書
き
止
め
に
あ
た
る
︒
そ
れ
ゆ
え
︑
縣
廷
に
希
望
す
る
具

體
的
な
用
件
が
示
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
︒
一
方
で
︑﹁
叩
頭
死
罪
白
﹂
文
書
に

お
い
て
は
︑﹁
唯
廷
︒
勤
愚
戇
職
事
無
狀
︑
惶
恐
叩
頭
死
罪
死
罪
﹂
︵﹃
伍
﹄
一
七
九

二
︒
他
に
﹃
壹
﹄
二
九
四
︑﹃
陸
﹄
二
四
九
六
︶
の
如
く
︑
廷
に
求
め
る
具
體
的
な
用

件
を
示
さ
な
い
例
が
み
ら
れ
る
︒
こ
の
場
合
︑﹁
唯
廷
﹂
は
單
に
文
末
の
書
き
止

長
沙
五
一
廣
場
東
漢
簡
牘
譯
注
稿

第
一
層

中
︵
八
〇
～
一
〇
〇
＋
一
〇
一
＋
一
〇
二
簡
︶

三
一
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め
文
言
﹁
某
惶
恐
叩
頭
死
罪
死
罪
﹂
を
導
く
働
き
を
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
︒
本
簡

の
場
合
も
︑
こ
う
し
た
使
い
方
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
︒

(６
)
盛
・
虎
⁝
人
名
︒﹁
游
徼
虎
﹂
︵﹃
肆
﹄
一
四
二
一
︶
と
し
て
み
え
る
︒
ま
た
︑

﹁
前
𨚫
待
事
掾
陳
盛
・
史
烝
彪
﹂
︵﹃
伍
﹄
一
八
四
八
︶
に
は
︑﹁
盛
﹂
と
と
も
に

﹁
虎
﹂
と
字
形
の
近
い
﹁
彪
﹂
が
竝
ん
で
み
え
る
︒

(７
)
奉
使
⁝
命
を
受
け
て
使
い
に
行
く
︒﹁
臣
前
與
官
屬
三
十
六
人
奉
使
絶
域
︑

備
遭
艱
戹
﹂
︵﹃
後
漢
書
﹄
班
超
列
傳
︶
︑﹁
勤
奉
使
留
遲
︑
惶
恐
叩
頭
死
罪
死
罪
敢

言
之
﹂
︵﹃
參
﹄
一
〇
二
一
︶
︒

(８
)留
遲
⁝
遲
れ
る
︒
八
二
簡
︻
注
︼
(

)參
照
︒

15

(９
)
無
狀
⁝
﹁
不
屆
き
で
あ
る
﹂
︵﹃
漢
簡
語
彙
﹄︶
︒﹁
至
擅
召
中
二
千
石
︑
甚
無
狀

︵
顏
師
古
注
︒
無
善
狀
︶
﹂
︵﹃
漢
書
﹄
杜
延
年
傳
︶
︑﹁
必
得
爲
故
︒
倫
職
事
無
狀
︑
惶

恐
叩
頭
死
罪
死
罪
敢
言
之
﹂
︵﹃
參
﹄
一
一
四
〇
︶
︒

八
八
簡
︵①

:
9
2
︶

＊
﹃
選
釋
﹄
六

15.3
×
2.8cm

木
質

︻
釋
文
︼

Ａ
面
：

永
初
三
年
八
月
戊
午
朔
十
六
日
癸
酉

待
事
掾
副
(１
)叩
頭
死
罪
敢
〼
(２
)

廷
移
府
書
(３
)曰
男
子
袁
立
自
言
(４
)

爢
亭
長
王
固
(５
)捕
得
(６
)賊
殺
(７
)

＝
＝
人
〼

Ｂ
面
：

待
事
掾
尹
副
名
印
(８
)

八
月

日

郵
人
(９
)以
來

史

(

)白
開
(

)

〼

10

11

︻
訓
讀
︼

永
初
三
年
八
月
戊
午
朔
十
六
日
癸
酉
︑
待
事
掾
の
副
︑
叩
頭
死
罪
し
て
敢
⁝
⁝
廷

の
移
せ
し
府
書
に
曰
く
︑﹁
男
子
の
袁
立
︑
自
言
す
ら
く
︑﹃
爢
亭
長
の
王
固
︑
賊

殺
人
⁝
⁝
を
捕
得
し
⁝
⁝
﹄﹂
︵
Ａ
面
)

待
事
掾
の
尹
副
の
名
印
︒
八
月

日
︑
郵
人
︑
以
て
來
る
︒
史

白
し
て
開
く
︒

︵
Ｂ
面
)

︻
現
代
語
譯
︼

永
初
三
年
︵
安
帝
︑
一
〇
九
年
︶
八
月
戊
午
朔
十
六
日
癸
酉
︑
待
事
掾
の
副
が
叩

頭
死
罪
し
て
⁝
⁝
縣
廷
が
送
付
し
た
府
書
に
よ
る
と
︑﹁
男
子
の
袁
立
が
申
し
立

て
る
に
は
︑﹃
爢
亭
長
の
王
固
は
賊
殺
人
⁝
⁝
を
捕
ら
え
⁝
⁝
﹄﹂
︵
Ａ
面
)

待
事
掾
の
尹
副
の
名
印
︒
八
月

日
︑
郵
人
が
持
參
し
た
︒
史
の

が
申
し
上
げ

て
開
封
し
た
︒
︵
Ｂ
面
)

︻
注
︼

(１
)待
事
掾
副
⁝
﹁
待
事
掾
﹂
は
︑
屬
吏
の
一
種
︒
文
獻
に
は
み
え
な
い
が
︑
後

漢
の
石
碑
に
み
え
る
︒﹃
選
釋
﹄
六
注
釋
﹇
二
﹈
が
指
摘
す
る
﹁
蒼
頡
廟
碑
﹂
の

他
に
︑﹃
隸
釋
﹄
張
納
碑
陰
等
に
も
み
ら
れ
る
︒
五
一
廣
場
簡
で
は
︑﹁
王
純
﹂

︵﹃
壹
﹄
三
三
六
︶
︑
﹁
張
鮪
﹂﹁
范
腞
﹂
︵﹃
壹
﹄
三
八
九
︶
等
が
待
事
掾
で
あ
る
︒﹁
待

事
掾
副
﹂
は
他
の
簡
に
み
え
な
い
が
︑﹁
左
賊
掾
﹂
︵﹃
參
﹄
一
〇
五
五
︶
︑﹁
兼
左
部

賊
捕
掾
﹂
︵﹃
肆
﹄
一
四
八
四
︶
等
の
﹁
副
﹂
が
い
る
︒

(２
)
敢
〼
⁝
﹁
敢
﹂
の
下
で
簡
は
折
れ
て
い
る
︒
﹁
廷
﹂
を
平
出
さ
せ
る
た
め
︑

﹁
敢
﹂
の
下
は
﹁
言
之
﹂
の
み
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
︒
同
樣
の
字
配
り
の
例
に
︑

﹃
壹
﹄
三
八
一
等
が
あ
る
︒﹇
章
二
〇
二
二
﹈
參
照
︒

(３
)
府
書
⁝
﹁
都
尉
府
や
太
守
府
な
ど
か
ら
の
文
書
﹂
︵﹃
漢
簡
語
彙
﹄︶
︒
臨
湘
縣

に
と
っ
て
の
﹁
府
﹂
は
長
沙
太
守
府
で
あ
る
︒﹁
廷
移
府
書
曰
︑
男
子
由
商
自
言
﹂

︵﹃
貳
﹄
五
三
七
＋
七
八
六
︶
︒
他
郡
の
﹁
府
﹂
に
は
郡
名
が
附
さ
れ
る
︒﹁
如
前
會

日
︑
南
郡
府
書
︑
律
令
﹂
︵﹃
貳
﹄
五
七
六
︶
︒

(４
)自
言
⁝
口
頭
で
申
し
立
て
る
︒
申
請
す
る
︒
五
四
簡
︻
注
︼
(２
)參
照
︒

(５
)
爢
亭
長
王
固
⁝
﹁
亭
長
王
固
﹂
は
﹃
貳
﹄
七
二
九
等
に
︑﹁
爢
亭
長
固
﹂
は

﹁
北
部
賊
捕
掾
礱
・
游
徼
曠
・
爢
亭
長
固
﹂
︵﹃
貳
﹄
七
二
五
︶
と
み
え
︑﹁
北
部
賊

捕
掾
﹂﹁
游
徼
﹂
と
と
も
に
職
務
に
從
事
し
て
い
る
︒﹁
爢
亭
部
﹂
は
﹃
壹
﹄
三
八

三
二
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〇
︑﹃
壹
﹄
四
七
四
等
に
み
え
︑
杯
丘
が
所
屬
す
る
︒﹁
辤
︑
皆
曰
︑
縣
民
︑
自
有

廬
舍
爢
亭
部
杯
丘
﹂
︵﹃
伍
﹄
一
八
四
二
︶
︒﹁
亭
長
﹂
は
︑
亭
に
お
か
れ
︑
治
安
に

關
わ
る
吏
︒
三
簡
︻
注
︼
(３
)參
照
︒

(６
)
捕
得
⁝
﹁
取
り
押
さ
え
る
︒
つ
か
ま
え
る
﹂
︵﹃
漢
簡
語
彙
﹄︶
︒﹁
其
後
人
有
盜

高
廟
座
前
玉
環
︑
得
︵
顏
師
古
注
︒
得
者
︑
盜
環
之
人
爲
吏
所
捕
得
也
︶
﹂
︵﹃
漢
書
﹄

張
釋
之
傳
︶
︑﹁
永
元
十
一
年
︑
遂
使
客
隗
久
殺
儀
家
屬
︒
吏
捕
得
久
︑
繫
長
平

獄
﹂
︵﹃
後
漢
書
﹄
孝
明
八
王
列
傳
・
陳
敬
王
羨
︶
︑﹁
其
月
不
處
日
︑
賜
・
尤
捕
得
充

父
負
︑
賜
送
負
縣
﹂
︵﹃
參
﹄
一
〇
八
一
︶
︑﹁
衆
於
所
有
田
溏
中
︑
捕
得
小
魚
﹂

︵﹃
參
﹄
一
一
二
一
︶
︒

(７
)
賊
殺
⁝
﹁
惡
意
を
も
っ
て
一
方
的
に
殺
害
す
る
﹂
︵﹃
漢
簡
語
彙
﹄︶
︒﹁
賊
殺

人
︑
鬪
而
殺
人
︑
棄
市
︒
其
過
失
及
戲
而
殺
人
︑
贖
死
﹂
︵﹁
二
年
律
令
﹂
二
一
・

賊
律
︶
︑﹁
男
子
黄
𪝍
前
賊
殺
男
子
左
建
亡
﹂
︵﹃
壹
﹄
三
三
六
︶
︒

(８
)名
印
⁝
﹃
選
釋
﹄
六
注
﹇
四
﹈
は
私
印
と
す
る
︒
こ
れ
に
從
う
︒
五
一
廣
場

簡
の
上
行
文
書
の
册
書
冒
頭
簡
Ｂ
面
に
は
印
の
記
録
が
み
ら
れ
︑
原
則
的
に
Ａ
面

の
發
信
者
と
對
應
す
る
︒
五
一
廣
場
簡
に
お
け
る
印
に
は
發
信
筆
頭
者
の
名
印
が

多
く
︵﹁
東
部
勸
農
賊
捕
掾
王
鄷
名
印
﹂﹃
貳
﹄
四
一
二
︑﹁
廣
亭
長
毛
暉
名
印
﹂﹃
貳
﹄
六

六
四
＋
五
四
二
等
︶
︑
ま
た
︑
發
信
者
の
官
印
︵﹁
臨
湘
丞
印
﹂﹃
貳
﹄
六
八
二
︑﹁
桑
鄕

小
官
印
﹂﹃
貳
﹄
四
一
四
︶
も
あ
る
︒
名
印
の
使
用
に
つ
い
て
は
︑﹇
杜
曉
二
〇
一

九
﹈
參
照
︒

(９
)
郵
人
⁝
郵
に
よ
る
文
書
遞
送
を
擔
當
す
る
も
の
︒﹁
郵
﹂
は
文
書
遞
送
の
た

め
の
機
關
︒
五
簡
︻
注
︼
(１
)
參
照
︒
漢
初
の
律
で
は
︑
特
定
の
世
帶
が
﹁
郵

人
﹂
と
な
っ
て
い
た
︒﹁
一
郵
十
二
室
︒
長
安
廣
郵
廿
四
室
︑
警
事
郵
十
八
室
︒

有
物
故
・
去
︑
輒
代
者
有
其
田
宅
︒
有
息
︑
戸
勿
減
︒
令
郵
人
行
制
書
・
急
書
︑

復
勿
令
爲
它
事
﹂
︵﹁
二
年
律
令
﹂
二
六
五
～
二
六
六
・
行
書
律
︶
︒
こ
の
時
期
も
そ
う

で
あ
る
か
は
不
明
︒
五
一
廣
場
簡
に
よ
れ
ば
︑
郵
に
は
﹁
卒
﹂
が
配
屬
さ
れ
て
い

た
が
︑
そ
れ
と
﹁
郵
人
﹂
の
關
系
も
不
明
︒﹁
⁝
⁝
綱
都
郵
卒
︒
屬
尉
曹
收
□
卒

食
︵
？
︶
簿
入
﹂
︵﹃
壹
﹄
一
五
六
︶
︒

(

)
史
⁝
五
一
廣
場
簡
で
は
︑﹁
史
﹂
の
後
に
一
文
字
分
程
度
の
空
格
が
設
け
ら

10れ
て
い
る
︒
開
封
者
の
名
前
を
記
入
す
る
た
め
の
空
欄
で
あ
る
が
︑
記
入
さ
れ
る

こ
と
は
な
い
︒﹇
唐
俊
峰
二
〇
一
九
﹈
參
照
︒

(

)白
開
⁝
申
し
上
げ
て
開
封
し
た
︒
長
官
あ
て
の
文
書
を
屬
吏
が
開
封
す
る
際

11に
︑
文
書
が
屆
い
た
こ
と
を
報
告
の
う
え
︑
許
可
を
得
て
開
封
し
た
こ
と
を
示
す

文
言
で
あ
ろ
う
︒﹁
白
﹂
は
︑
申
し
上
げ
る
︒
三
簡
︻
注
︼
(１
)參
照
︒
﹁
白
開
﹂

に
類
似
し
た
文
言
に
︑﹁
奏
發
﹂
︵﹁
君
門
下
︒
奏
發
﹂
居
延
漢
簡

E
P
T
59:376︶
︑﹁
白

發
﹂
︵﹁
檄
一
︒
張
掖
肩
水
司
馬
︒
四
月
辛
亥
功
曹
史
防
白
發
﹂
肩
水
金
關
簡

73E
JT
23:

311︶
や
︑︻
所
見
︼
で
示
す
﹁
白
解
﹂
が
あ
る
︒
﹇
劉
欣
寧
二
〇
一
八
﹈
參
照
︒

︻
所
見
︼

『肆
﹄
一
五
八
八
＋
一
四
四
六
＋
六
七
五
に
﹁
固
呼
汎
於
亭
謂
曰
﹂
と
み
え
︑

固
が
亭
に
汎
を
呼
び
だ
し
て
お
り
︑
本
簡
の
﹁
亭
長
王
固
﹂
と
同
一
人
物
で
あ
る

可
能
性
が
あ
る
︒

上
行
文
書
の
册
書
冒
頭
簡
の
書
式
に
つ
い
て
は
︑﹇
飯
田
二
〇
二
二
﹈
參
照
︒

呉
簡
に
も
類
例
が
あ
る
︒

嘉
禾
二
年
十
月
丁
巳
朔
廿
日
丙
子

安
成
長
君
□
叩
頭
死
罪
敢
言
之
︵
正

面
)

安
成
長
□印

□月
□日
□
□
□

卒
史

白
解

領

史

□
︵
背
面
︶

︵
走
馬
樓
呉
簡
竹
簡
﹃
柒
﹄
一
九
七
一
)

九
月
廿
二
日
辛
巳
長
沙
臨
湘
侯
相
君
丞
叩
頭
死
罪
敢
言
之
︵
正
面
)

長
沙
臨
湘
侯
相
印

月

日

來

待
吏
白
解

︵
背
面
︶

︵
走
馬
樓
呉
簡
竹
簡
﹃
玖
﹄
五
一
〇
四
)

五
一
廣
場
簡
と
同
樣
に
︑
上
行
文
書
冒
頭
簡
の
背
面
が
印
情
報
・
日
附
記
入
欄
・

長
沙
五
一
廣
場
東
漢
簡
牘
譯
注
稿

第
一
層

中
︵
八
〇
～
一
〇
〇
＋
一
〇
一
＋
一
〇
二
簡
︶

三
三
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開
封
者
記
入
欄
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
る
︒

八
九
簡
︵①

:
9
3
︶

＊
﹃
選
釋
﹄
七

23.0
×
2.9cm

木
質

︻
釋
文
︼

皆
曰
縣
民
(１
)各
(２
)有
廬
舍
(３
)長

賴
亭
部
(４
)廬
蒲
丘
(５
)弩
與
男

子

＝
＝
呉
賜
楊
差
呉
山
備
芧

與
男
子
區
開
陳
置
等

相
比
近
(６
)
弩
與
妻
鍚
子
女
舒

舒

＝
＝
女
弟
縣
備
與
子
女
芧

︻
訓
讀
︼

⁝
⁝
皆
な
曰
く
︑
縣
民
に
し
て
︑
各
お
の
盧
舍
を
長
賴
亭
部
廬
蒲
丘
に
有
す
︒
弩

は
男
子
の
呉
賜
・
楊
差
・
呉
山
と
︑
備
・
芧
は
男
子
の
區
開
・
陳
置
等
と
相
い
比

近
す
︒
弩
は
妻
の
鍚
・
子
女
の
舒
・
舒
の
女
弟
の
縣
と
︑
備
は
子
女
芧
と
⁝
⁝

︻
現
代
語
譯
︼

⁝
⁝
全
員
が
言
う
に
は
︑
我
が
縣
の
民
で
あ
り
︑
そ
れ
ぞ
れ
廬
舍
を
長
賴
亭
部
の

廬
蒲
丘
に
所
有
し
て
い
ま
す
︒
弩
は
男
子
の
呉
賜
・
楊
差
・
呉
山
と
︑
備
・
芧
は

男
子
の
區
開
・
陳
置
等
と
互
い
に
と
な
り
あ
い
ま
す
︒
弩
は
妻
の
鍚
・
娘
の
舒
・

舒
の
妹
の
縣
と
︑
備
は
娘
の
芧
と
⁝
⁝

︻
注
︼

(１
)縣
民
⁝
そ
の
縣
の
民
︒
八
一
簡
︻
注
︼
(６
)參
照
︒

(２
)各
⁝
整
理
者
は
﹁
占
﹂
と
す
る
が
︑
圖
版
に
よ
り
釋
讀
を
改
め
た
︒﹁
皆
曰
﹂

の
内
容
と
し
て
﹁
各
有
﹂
が
み
え
る
例
は
少
な
く
な
い
︒﹁
輒
訊
問
任
知
狀
女
子

馬
親
・
陳
信
・
王
義
等
︒
辤
︑
皆
曰
︑
縣
民
︑
各
有
廬
舍
御
門
都
亭
部
﹂
︵﹃
壹
﹄

三
〇
四
︶
︒

(３
)
盧
舍
⁝
住
居
︒﹁
農
耕
の
時
に
寄
宿
す
る
田
中
の
か
り
や
﹂
︵﹃
漢
簡
語
彙
﹄︶

を
指
す
と
さ
れ
る
が
︑﹃
後
漢
書
﹄
に
は
よ
り
繼
續
的
に
居
住
す
る
住
居
と
理
解

す
べ
き
例
が
み
ら
れ
る
︒﹁
是
時
郡
國
多
降
邯
鄲
者
︑
純
恐
宗
家
懷
異
心
︑
迺
使

訢
・
宿
歸
燒
其
廬
舍
︒
世
祖
問
純
故
︑
對
曰
︵
略
︶
猶
恐
宗
人
賓
客
半
有
不
同
心

者
︑
故
燔
燒
屋
室
︑
絶
其
反
顧
之
望
﹂
︵﹃
後
漢
書
﹄
耿
純
列
傳
︶
︒
五
一
廣
場
簡
で

は
︑
供
述
・
證
言
中
の
個
人
の
身
元
を
示
す
場
面
で
︑
廬
舍
の
所
在
地
を
述
べ
る

例
が
散
見
さ
れ
る
︒﹁
輒
考
問
壽
・
賜
知
狀
者
男
子
光
文
︑
節
誶
女
子
光
妾
等
︒

辤
︑
皆
曰
︑
文
安
成
鄱
鄕
︑
壽
・
賜
・
妾
縣
民
︑
各
有
廬
舍
︒
文
其
縣
鄱
亭
︑

壽
・
賜
昭
亭
部
巨
坂
丘
﹂
︵﹃
參
﹄
九
五
八
︶
︒
住
居
一
般
を
指
す
と
み
る
べ
き
で
あ

ろ
う
︒﹇
趙
元
二
〇
一
六
﹈﹇
鷲
尾
二
〇
二
二
﹈
參
照
︒

(４
)
長
賴
亭
部
⁝
臨
湘
縣
の
亭
部
名
︒﹁
君
追
殺
人
賊
黄
□
長
賴
亭
部
﹂
︵
﹃
壹
﹄

三
三
五
︶
︒
ま
た
︑﹁
長
賴
亭
﹂
は
﹃
壹
﹄
九
〇
等
に
み
え
︑
﹁
長
賴
鄕
﹂
も
あ
る

︵﹃
貳
﹄
五
三
七
＋
七
八
六
等
︶
︒﹁
亭
部
﹂
は
︑
亭
が
管
轄
す
る
範
圍
︒
四
簡
︻
注
︼

(

)參
照
︒

10(５
)
廬
蒲
丘
⁝
丘
名
︒﹁
丘
﹂
は
領
域
を
示
す
語
で
︑
走
馬
樓
呉
簡
で
は
﹁
鄕
以

下
の
行
政
區
劃
と
し
て
み
え
る
﹂
と
さ
れ
る
﹇
谷
口
二
〇
一
六
﹈︒
長
賴
亭
部
に

は
廬
蒲
丘
の
他
に
︑﹁
杅
上
丘
﹂
︵﹃
參
﹄
八
七
六
︶
が
あ
る
︒

(６
)比
近
⁝
と
な
り
あ
う
︒﹁
時
蒙
與
成
當
・
宋
定
・
徐
顧
屯
次
比
近
︒
三
將
死
︑

子
孫
幼
弱
︑
權
悉
以
兵
幷
蒙
﹂
︵﹃
三
國
志
﹄
呉
書
呂
蒙
傳
︶
︑﹁
董
︑
上
丘
︒
旦
︑
橋

丘
︒
與
男
子
烝
願
・
雷
勒
相
比
近
知
習
﹂
︵﹃
壹
﹄
一
二
六
︶
︒

︻
所
見
︼

個
人
の
身
元
を
﹁
廬
舍
﹂
の
所
在
地
に
よ
っ
て
示
す
文
言
は
︑﹃
壹
﹄
三
〇
四

等
に
も
み
え
る
︒﹇
李
均
明
二
〇
一
八
﹈
は
︑
姓
名
・
性
別
・
年
齡
・
居
住
地
等

の
記
録
を
﹁
身
份
認
定
﹂
と
す
る
︒
本
簡
は
︑﹁
弩
﹂
と
﹁
備
﹂﹁
芧
﹂︑
證
言
者

で
あ
る
近
隣
住
民
の
﹁
身
份
認
定
﹂
部
分
で
あ
る
︒
五
一
廣
場
簡
で
は
人
の
所
屬

を
︵
郡
・
︶
縣
・
鄕
・
里
︵﹁
臨
湘
・
南
鄕
・
樂
成
里
﹂﹃
壹
﹄
八
一
︑﹁
江
夏
・
安
陸
・

都
鄕
・
平
里
﹂﹃
壹
﹄
一
三
七
︶
で
表
記
す
る
が
︑
所
在
地
を
表
す
場
合
に
は
︑

縣
・
亭
部
・
丘
︵﹁
羅
・
槮
溏
亭
部
・
栂
溪
丘
﹂﹃
貳
﹄
四
〇
三
＋
四
一
六
︑﹁
醴
陵
・
櫝

亭
部
・
劣
淳
丘
﹂﹃
貳
﹄
四
二
七
︶
と
な
る
︒﹇
鷲
尾
二
〇
二
二
﹈
參
照
︒

三
四
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｢弩
﹂﹁
備
﹂
は
﹃
貳
﹄
六
一
一
︑﹃
肆
﹄
一
四
八
九
＋
一
四
二
九
に
も
み
え
︑

本
簡
と
關
聯
す
る
可
能
性
が
あ
る
︒

九
〇
簡
︵①
:
9
4
︶

＊
﹃
選
釋
﹄
八

23.1
×
3.0cm

木
質

︻
釋
文
︼

近
知
習
(１
)各
以
田
作
爲
事
(２
)貪

祉
熊
以
故
吏
(３
)給
事
(４
)縣

＝
＝
熊
元
興

元
年
十
二
月
不
處
(５
)日
署
(６
)長
賴

亭
長
(７
)祉
延
平
元
年
十
月
廿
日
貪
其
年
十
二

月
十
日
各
署
視
事
(８
)陽
陶
前

＝
＝
各

給
桑
鄕
(９
)小
史
(

)成
以
永
元
八
年
五

10

︻
訓
讀
︼

⁝
⁝
近
知
習
し
︑
各
お
の
田
作
を
以
て
事
と
爲
す
︒
貪
・
祉
・
熊
は
故
吏
を
以
て

縣
に
給
事
す
︒
熊
は
元
興
元
年
十
二
月
不
處
日
︑
長
賴
亭
長
に
署
せ
ら
る
︒
祉
は

延
平
元
年
十
月
廿
日
︑
貪
は
其
の
年
の
十
二
月
十
日
に
各
お
の
署
せ
ら
れ
て
事
を

視
る
︒
陽
・
陶
は
前
に
各
お
の
桑
鄕
の
小
史
に
給
せ
ら
る
︒
成
は
永
元
八
年
五

⁝
⁝

︻
現
代
語
譯
︼

⁝
⁝
近
よ
く
知
っ
て
い
て
︑
そ
れ
ぞ
れ
耕
作
に
從
事
し
て
い
ま
す
︒
貪
・
祉
・
熊

は
以
前
吏
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
縣
に
給
事
し
て
い
ま
す
︒
熊
は
元
興
元
年
︵
和

帝
︑
一
〇
五
年
︶
十
二
月
の
某
日
︑
長
賴
亭
長
に
配
屬
さ
れ
ま
し
た
︒
祉
は
延
平

元
年
︵
殤
帝
︑
一
〇
六
年
︶
十
月
二
十
日
︑
貪
は
同
年
十
二
月
十
日
に
そ
れ
ぞ
れ

配
屬
さ
れ
職
務
に
從
事
し
て
い
ま
す
︒
陽
・
陶
は
以
前
そ
れ
ぞ
れ
桑
鄕
の
小
史
と

な
っ
て
い
ま
す
︒
成
は
永
元
八
年
︵
和
帝
︑
九
六
年
︶
五
⁝
⁝

︻
注
︼

(１
)知
習
⁝
よ
く
知
る
︒
事
件
關
係
者
に
つ
い
て
近
隣
住
民
が
證
言
す
る
場
合
︑

﹁
相
比
近
知
習
﹂
︵﹃
壹
﹄
一
二
六
︶
︑﹁
相
比
知
習
﹂
︵﹃
貳
﹄
五
八
五
︶
︑﹁
比
近
相
識

知
﹂
︵﹃
貳
﹄
五
三
九
︶
と
説
明
さ
れ
る
︒
本
簡
の
﹁
近
﹂
字
の
前
に
は
︑﹁
相
比
﹂

﹁
比
﹂
字
が
入
る
可
能
性
が
高
い
︒﹁
比
近
﹂
は
︑
と
な
り
あ
う
︒
八
九
簡
︻
注
︼

(６
)參
照
︒

(２
)
以
～
爲
事
⁝
～
を
生
業
と
し
て
從
事
す
る
︒﹁
河
湟
閒
少
五
穀
︑
多
禽
獸
︑

以
射
獵
爲
事
﹂
︵﹃
後
漢
書
﹄
西
羌
傳
︶
︒﹁
事
﹂
は
︑
生
業
︒
﹁
事
︑
職
也
﹂
︵﹃
説
文

解
字
﹄
史
部
︶
︒
五
一
廣
場
簡
で
は
身
元
を
説
明
す
る
な
か
で
︑
生
業
を
説
明
す
る

表
現
と
し
て
用
い
ら
れ
る
︒﹁
皆
相
比
知
習
︑
以
田
作
績
紡
爲
事
﹂
︵﹃
貳
﹄
五
八

五
︶
︒

(３
)
故
吏
⁝
﹁
以
前
に
吏
で
あ
っ
た
も
の
﹂
︵﹃
漢
簡
語
彙
﹄︶
︒﹁
□
・
宮
各
以
故

吏
︑
宏
今
年
十
一
月
二
日
︑
宮
其
月
五
日
︑
各
調
署
視
事
﹂
︵﹃
壹
﹄
三
三
三
＋
三

三
四
︶
︒

(４
)
給
事
⁝
場
所
・
機
關
・
部
署
等
の
某
所
に
て
︑
官
の
仕
事
に
從
事
す
る
こ

と
︒﹁
家
貧
︑
給
事
縣
爲
亭
長
﹂
︵﹃
後
漢
書
﹄
呉
漢
列
傳
︶
︒﹁
某
所
﹂
に
は
︑
﹁
縣
﹂

︵﹁
祖
給
事
縣
︑
署
西
市
亭
長
﹂﹃
選
釋
﹄
五
七
︵③

:325-2-11︶︶
や
﹁
府
﹂
︵﹁
通
同
産

兄
育
給
事
府
︑
今
年
五
月
十
日
受
遣
將
徒
﹂﹃
選
釋
﹄
六
三
︵③

:325-4-37︶︶
が
入
る

例
が
あ
る
︒﹁
給
﹂
は
︑
供
給
し
て
不
足
の
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
︒

﹁
越
人
名
爲
藩
臣
︑
貢
酎
之
奉
︑
不
輸
大
内
︑
一
卒
之
用
不
給
上
事
︵
顏
師
古
注
︒

給
︑
供
也
︶
﹂
︵﹃
漢
書
﹄
嚴
助
傳
︶
︒﹁
給
＋
官
職
名
﹂
で
︑
そ
の
官
職
の
仕
事
に
從

事
す
る
こ
と
を
表
す
︒﹁
縣
召
爲
吏
︑
給
農
司
馬
﹂
︵﹃
晉
書
﹄
石
苞
傳
︶
︒
後
出
の

﹁
給
桑
鄕
小
史
﹂
や
︑﹁
耐
罪
大
男
復
陽
鄕
李
岑
・
文
曹
・
區
廬
等
︑
以
訾
次
近
署

給
今
年
正
﹂
︵﹃
參
﹄
一
一
一
六
︶
も
そ
の
例
で
あ
る
︒﹇
黎
虎
二
〇
〇
八
﹈
參
照
︒

(５
)不
處
⁝
不
明
︒
不
詳
︒
某
︒
一
八
〇
七
＋
八
簡
︻
注
︼
(７
)參
照
︒

(６
)
署
⁝
﹁
配
屬
す
る
︒
任
に
つ
け
る
﹂
︵﹃
漢
簡
語
彙
﹄︶
︒﹁
普
以
吏
次
署
獄
掾
﹂

︵﹃
壹
﹄
一
二
六
︶
︒

(７
)
長
賴
亭
長
⁝
長
賴
亭
の
亭
長
︒﹁
長
賴
亭
﹂
は
︑
臨
湘
縣
の
亭
名
︒
八
九
簡

︻
注
︼
(４
)
參
照
︒﹁
亭
長
﹂
は
︑
亭
に
お
か
れ
︑
治
安
に
關
わ
る
吏
︒
三
簡

︻
注
︼
(３
)參
照
︒

長
沙
五
一
廣
場
東
漢
簡
牘
譯
注
稿

第
一
層

中
︵
八
〇
～
一
〇
〇
＋
一
〇
一
＋
一
〇
二
簡
︶

三
五
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(８
)
視
事
⁝
﹁
職
務
を
遂
行
す
る
﹂
︵﹃
漢
簡
語
彙
﹄︶
︒﹁
令
司
隸
校
尉
・
部
刺
史
︑

歳
上
墨
綬
長
吏
視
事
三
歳
已
上
︑
理
狀
尤
異
者
各
一
人
︑
與
計
偕
上
﹂
︵﹃
後
漢

書
﹄
明
帝
紀
・
永
平
九
年
︶
︑﹁
辤
皆
曰
︑
各
以
故
吏
給
事
縣
︑
署
視
事
﹂
︵﹃
伍
﹄
一

七
〇
七
︶
︒

(９
)
桑
鄕
⁝
臨
湘
縣
の
鄕
名
︒﹁
兼
桑
鄕
賊
捕
掾
奉
言
考
實
男
子
謝
知
自
言
塞
却

解
書
﹂
︵﹃
貳
﹄
六
六
九
︶
︒
呉
簡
に
も
臨
湘
侯
國
の
鄕
と
し
て
見
え
る
︒﹁
私
學
長

沙
盧
□竈
︑
年
□
︑
狀
︑
竈
白
衣
︑
居
臨
湘
桑
鄕
□
〼
﹂
︵
走
馬
樓
呉
簡
竹
簡
﹃
肆
﹄

五
二
一
一
︶
︒

(

)
小
史
⁝
﹁
官
職
名
︒
各
官
署
に
置
か
れ
た
下
級
の
屬
官
﹂
︵﹃
漢
簡
語
彙
﹄︶
︒

10鄕
の
小
史
の
例
は
﹁
府
檄
曰
︑
鄕
佐
張
鮪
・
小
史
石
竟
・
少
鄭
平
︑
毆
殺
費
櫟

亡
﹂
︵﹃
貳
﹄
四
二
七
︶
︑﹁
沮
鄕
別
治
掾
倫
叩
頭
死
罪
敢
言
之
︒
倫
以
令
擧
度
民
田
︒

今
月
四
日
倫
將
力
田
陳
祖
︑
長
爵
番
仲
︑
小
史
陳
馮
・
黄
慮
及
蔡
力
﹂
︵﹃
參
﹄
一

一
四
〇
︶
等
に
み
え
る
︒

︻
所
見
︼

文
書
の
一
部
分
で
︑
人
物
の
身
元
を
記
載
す
る
部
分
で
あ
る
︒
八
九
簡
︻
所

見
︼
參
照
︒

｢給
﹂﹁
給
事
﹂
と
い
う
表
現
は
︑
漢
代
以
降
︑
も
と
の
官
職
を
保
持
し
た
ま
ま

他
の
部
署
や
機
構
に
出
向
し
︑
そ
こ
の
官
の
仕
事
に
從
事
す
る
事
例
に
よ
く
用
い

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
﹇
侯
旭
東
二
〇
一
一
﹈︒
走
馬
樓
呉
簡
に
は
︑﹁
給
～
吏
﹂
と

い
う
表
現
が
頻
出
す
る
︒﹇
侯
旭
東
二
〇
一
一
﹈
等
は
︑
呉
簡
の
﹁
給
～
吏
﹂
を
︑

民
の
身
分
を
保
持
し
た
ま
ま
徭
役
と
し
て
の
官
の
仕
事
に
從
事
︵
吏
役
︶
す
る
存

在
と
解
す
る
︒
一
方
︑﹇
黎
虎
二
〇
〇
八
﹈
は
︑﹁
給
吏
﹂
は
一
般
の
民
と
は
別
の

存
在
で
は
な
い
か
と
す
る
︒

九
一
簡
︵①

:
9
5
-
1
︶

＊
﹃
選
釋
﹄
九

23.6
×
3.0cm

木
質

︻
釋
文
︼

郭
亭
部
(１
)市
不
處
姓
名
男
子
(２
)

鮮
魚
(３
)以
作
炙
(４
)
今
年
正
月
不

＝
＝

處
日
持
隨
漻
溪
水
(５
)上
解
止
(６
)徐

舍
(７
)賣
得
米
卌
四
斛
(８
)三
月
不
處

日
持
米
下
於
横
溪
(９
)
䊮
盡

＝
＝

餘
米
五
十
斛
在
徐
舍
馮
立

︻
訓
讀
︼

⁝
⁝
郭
亭
部
︑
不
處
姓
名
の
男
子
の
鮮
魚
を
市
︵
か
︶
い
︑
以
て
炙
を
作
る
︒
今

年
正
月
不
處
日
︑
持
ち
て
漻
溪
水
に
随
い
上
り
て
徐
の
舍
に
解
止
し
︑
賣
り
て
米

卌
四
斛
を
得
︒
三
月
不
處
日
︑
米
を
持
ち
て
横
溪
を
下
り
︑
䊮
︵
う
︶
り
盡
く

す
︒
餘
米
五
十
斛
徐
の
舍
に
在
り
︒
馮
立
⁝
⁝

︻
現
代
語
譯
︼

⁝
⁝
郭
亭
部
に
⁝
⁝
︑
姓
名
不
詳
の
男
子
の
生
魚
を
買
い
︑
そ
れ
で
炙
を
作
っ

た
︒
今
年
正
月
某
日
︑
そ
れ
を
持
っ
て
漻
溪
水
を
遡
っ
て
徐
の
舍
で
と
ど
ま
り
︑

賣
っ
て
米
四
十
四
斛
を
得
た
︒
三
月
某
日
︑
米
を
持
っ
て
横
溪
に
下
り
︑
︵
持
っ

て
行
っ
た
分
は
︶
賣
り
盡
く
し
た
︒
餘
米
五
十
斛
が
徐
の
舍
に
あ
る
︒
馮
立
⁝
⁝

︻
注
︼

(１
)亭
部
⁝
亭
が
管
轄
す
る
範
圍
︒
四
簡
︻
注
︼
(

)參
照
︒

10

(２
)
不
處
姓
名
男
子
⁝
姓
名
不
詳
の
男
性
︒
﹁
不
處
﹂
は
︑
不
明
︒
不
詳
︒
一
八

〇
七
＋
八
簡
︻
注
︼
(７
)
參
照
︒﹁
男
子
﹂
は
︑
お
と
こ
︒
四
九
簡
︻
注
︼
(２
)

參
照
︒

(３
)
市
不
處
姓
名
男
子
鮮
魚
⁝
不
處
姓
名
男
子
の
鮮
魚
を
買
う
︒﹁
市
﹂
は
﹁
買

う
﹂
︵﹃
漢
簡
語
彙
﹄︶
︒
某
よ
り
買
う
︑
の
場
合
は
﹁
從
某
買
﹂
と
な
る
︒﹁
復
從
男

子
廖
光
豢
買
所
有
參
田
山
藍
一
分
﹂
︵﹃
選
釋
﹄
五
五
︵③

:325-2-5︶︶
︒
某
よ
り
物

品
を
買
う
場
合
︑﹁
從
某
市
物
品
﹂
と
な
る
例
も
あ
る
︒﹁
男
子
陳
羌
自
言
︑
男
子

董
少
從
羌
市
馬
︑
未
畢
三
千
七
百
﹂
︵﹃
選
釋
﹄
四
九
︵③

:325-4-43︶︶
︒﹁
從
﹂
の

入
ら
な
い
本
例
は
某
︵﹁
不
處
姓
名
男
子
﹂︶
が
物
品
︵﹁
鮮
魚
﹂︶
を
修
飾
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
︒

三
六
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(４
)
炙
⁝
魚
の
加
工
食
品
で
あ
ろ
う
が
︑
具
體
的
に
は
不
明
︒﹁
炙
﹂
は
︑
燒
き

肉
の
こ
と
︒﹁
或
燔
或
炙
︵
毛
傳
︒
炙
︑
炙
肉
也
︶
﹂
︵﹃
詩
經
﹄
小
雅
・
楚
茨
︶
︑﹁
其

日
食
之
︑
臭
持
飯
一
筥
・
炙
一
閣
於
舍
下
︑
𩜋
夜
﹂
︵﹃
肆
﹄
一
四
四
九
︶
︒﹇
羅
小

華
二
〇
二
〇
﹈
參
照
︒
本
簡
の
﹁
炙
﹂
は
燒
き
魚
か
︒
た
だ
し
︑
本
簡
で
は
鮮
魚

の
購
入
か
ら
炙
の
販
賣
ま
で
に
時
間
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
︒
よ
り
日
持
ち
の
す
る

食
品
か
︒﹃
選
釋
﹄
は
﹁
隔
﹂
に
作
り
︑﹁
漿
﹂
の
省
形
か
と
し
︑﹁
醤
﹂︑
魚
醤
と

解
す
る
︒
魚
醤
で
あ
れ
ば
日
持
ち
す
る
︒

(５
)
漻
溪
水
⁝
河
川
の
名
︒
漻
陽
里
お
よ
び
漻
陽
鄕
と
い
う
地
名
が
み
え
る
︒

﹁
案
都
鄕
漻
陽
里
大
男
馬
胡
﹂
︵﹃
壹
﹄
二
五
七
︶
︑﹁
漻
陽
鄕
佐
王
副
﹂
︵﹃
貳
﹄
四
九

一
︶
︒

(６
)解
止
⁝
と
ど
ま
る
︒
や
す
む
︒﹁
解
﹂
は
︑
止
ま
る
︒﹁
掌
舍
︒
下
士
四
人
︑

府
二
人
︑
史
四
人
︑
徒
四
十
人
︵
鄭
玄
注
︒
舍
︑
行
所
解
止
之
處
︶
﹂
︵﹃
周
禮
﹄
天

官
・
冢
宰
︶
︑﹁
解
猶
休
也
︑
息
也
︑
止
也
﹂
︵
王
引
之
﹃
經
義
述
聞
﹄
周
官
上
・
解

止
︶
︒
五
一
廣
場
簡
で
は
某
人
の
家
屋
を
目
的
語
と
す
る
こ
と
が
多
く
︑
宿
泊
・

滯
在
す
る
こ
と
を
言
う
︒﹁
艾
男
子
文
度
與
項
・
項
兄
租
倶
來
解
止
牧
舍
﹂
︵﹃
壹
﹄

三
四
六
︶
︒

(７
)舍
⁝
住
居
︒
一
八
〇
七
＋
八
簡
︻
注
︼
(３
)參
照
︒

(８
)
斛
⁝
﹁
容
積
の
單
位
﹂﹁
一
斛
は
十
斗
︒﹃
石
﹄
に
同
じ
﹂
︵﹃
漢
簡
語
彙
﹄︶
︒

﹁
〼
斛
六
斗
六
升
二
合
﹂
︵﹃
壹
﹄
三
二
三
︶
︒

(９
)
横
溪
⁝
河
川
の
名
︒﹁
到
橫
溪
橋
下
浴
﹂
︵﹃
參
﹄
一
四
七
四
＋
九
二
三
︶
︒
呉
簡

に
は
丘
名
と
し
て
み
え
る
︒﹁
嘉
禾
二
年
七
月
十
九
日
横
溪
丘
男
子
謝
徳
︵
？
︶

李
□
付
庫
吏
殷
連
□受
﹂
︵
走
馬
樓
呉
簡
竹
簡
﹃
貳
﹄
五
三
一
四
︶
︒

︻
所
見
︼

食
品
の
流
通
に
河
川
を
利
用
し
︑
徐
の
舍
で
は
賣
買
が
行
わ
れ
︑﹁
餘
米
五
十

斛
﹂
を
預
か
っ
て
い
る
︒
河
川
沿
い
の
個
人
の
舍
が
交
易
の
據
點
に
な
っ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
︑
市
以
外
の
場
に
お
け
る
商
業
活
動
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
︒

九
三
簡
︵①

:
9
6
︶

＊
﹃
選
釋
﹄
一
〇

23.2
×
3.2cm

木
質

︻
釋
文
︼

父
母
雖
産
子
不
成
人
妻
(１
)與

若
(２
)
和
奸
(３
)及
華
取
錢
衣
物
亡

以
華
海

＝
＝
相
與
倶
居
(４
)有
通
財
義
(５
)

不
應
盜
廢
即
華
從
弟
廢

雖
送
(６
)華
道
宿
廬
華
奸

時
廢
得

＝
＝
臥
出
不
覺
仵
不
知
情
(７
)

︻
訓
讀
︼

⁝
⁝
父
母
︒
子
を
産
む
と
雖
も
︑
人
の
妻
と
成
ら
ず
︒
若
と
和
奸
す
︒
及
び
華
︑

錢
衣
物
を
取
り
て
亡
ぐ
る
も
︑
華
・
海
の
相
い
與
に
居
を
倶
に
し
︑
通
財
の
義
有

る
を
以
て
︑
盜
に
應
︵
あ
た
︶
ら
ず
︒
廢
は
即
ち
華
の
從
弟
な
り
︒
廢
︑
華
を
送

り
道
す
が
ら
廬
に
宿
る
と
雖
も
︑
華
の
奸
せ
し
時
︑
廢
は
臥
す
る
を
得
︑
出
る
も

覺
え
ず
︒
仵
︑
情
を
知
ら
ず
⁝
⁝

︻
現
代
語
譯
︼

⁝
⁝
父
母
︒
子
を
産
み
ま
し
た
が
︑
人
の
妻
に
は
該
當
し
ま
せ
ん
︒
若
と
和
奸
し

ま
し
た
︒
そ
し
て
華
は
錢
や
衣
物
を
取
っ
て
逃
げ
た
も
の
の
︑
華
と
海
は
た
が
い

に
住
居
を
と
も
に
し
︑
財
産
を
共
有
す
る
義
が
あ
る
の
で
︑
盜
に
は
あ
た
り
ま
せ

ん
︒
廢
は
華
の
從
弟
で
す
︒
廢
は
華
を
送
り
途
中
で
廬
に
宿
泊
し
ま
し
た
が
︑
華

が
奸
し
た
時
に
︑
廢
は
寢
る
こ
と
が
で
き
て
︑
出
て
行
っ
た
け
れ
ど
氣
づ
き
ま
せ

ん
で
し
た
︒
仵
は
事
情
を
知
ら
ず
⁝
⁝

︻
注
︼

(１
)不
成
人
妻
⁝
﹁
人
の
妻
﹂
と
い
う
身
分
に
該
當
し
な
い
の
意
か
︒
律
に
よ
れ

ば
︑﹁
人
妻
﹂
は
身
分
と
し
て
の
意
味
を
持
つ
︒﹁
爲
人
妻
者
︑
不
得
爲
戸
﹂
︵﹁
二

年
律
令
﹂
三
四
五
・
戸
律
︶
︒
し
か
し
五
一
廣
場
簡
の
他
の
用
例
で
は
︑﹁
人
妻
﹂
に

該
當
す
る
か
否
か
を
述
べ
る
場
合
に
は
︑﹁
成
﹂
で
は
な
く
﹁
應
﹂
を
用
い
る
︒

﹁
孟
入
爲
生
贅
聟
︑
無
媒
娉
錢
財
︒
生
不
應
人
妻
︒
常
求
生
自
相
和
合
︒
皆
無
罪

名
﹂
︵﹃
壹
﹄
三
二
二
︶
︑﹁
張
據
與
禮
私
相
好
愛
︑
無
媒
娉
︑
不
應
人
妻
﹂
︵﹃
貳
﹄
五

長
沙
五
一
廣
場
東
漢
簡
牘
譯
注
稿

第
一
層

中
︵
八
〇
～
一
〇
〇
＋
一
〇
一
＋
一
〇
二
簡
︶

三
七
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四
五
︶
︒
ま
た
︑
該
當
す
る
か
否
か
を
論
ず
る
場
合
に
も
︑
本
簡
の
﹁
不
應
盜
﹂

の
よ
う
に
﹁
應
﹂
を
用
い
る
︒﹁
以
本
郡
致
書
校
計
︑
應
詔
書
︑
歳
刑
遣
歸
田
里
﹂

︵﹃
選
釋
﹄
二
九
︵③

:314︶︶
︑﹁
無
犯
法
當
應
擧
劾
者
﹂
︵﹃
選
釋
﹄
七
二
︵③

:325-

18︶︶
︒﹁
成
﹂
を
用
い
る
例
は
見
當
た
ら
な
い
︒
た
だ
し
︑
文
獻
で
は
婚
姻
關
係

が
正
式
に
成
立
し
た
妻
の
こ
と
を
﹁
成
妻
﹂﹁
成
婦
﹂
と
表
現
す
る
例
が
あ
る
︒

﹁
答
曰
︑
一
夫
一
婦
︑
不
刊
之
制
︒
有
妻
更
娶
︑
本
不
成
妻
﹂
︵﹃
唐
律
疏
議
﹄
戸

婚
︶
︑﹁
三
月
而
廟
見
︑
稱
來
婦
也
︒
擇
日
而
祭
於
禰
︑
成
婦
之
義
也
﹂
︵﹃
禮
記
﹄

曾
子
問
︶
︑﹁
亡
士
妻
白
等
︑
始
適
夫
家
數
日
︑
未
與
夫
相
見
︑
大
理
奏
棄
巿
︒
毓

駁
之
曰
︑
夫
女
子
之
情
︑
以
接
見
而
恩
生
︑
成
婦
而
義
重
﹂
︵﹃
三
國
志
﹄
魏
書
盧

毓
傳
︶
︒
本
簡
の
﹁
成
人
妻
﹂
も
禮
と
し
て
人
の
妻
と
な
る
こ
と
を
言
う
も
の
か
︒

あ
る
い
は
︑﹃
選
釋
﹄
の
よ
う
に
﹁
不
成
人
︒
妻
﹂
と
句
讀
す
れ
ば
︑﹁
不
成
人
﹂

で
障
碍
者
を
指
す
可
能
性
も
あ
る
︒﹁
禮
也
者
︑
猶
體
也
︒
體
不
備
︑
君
子
謂
之

不
成
人
︵
正
義
曰
︒
人
身
體
髮
膚
骨
肉
筋
脉
備
足
︑
乃
爲
成
人
︒
若
片
許
不
備
︑
便
不

爲
成
人
也
︶
﹂
︵﹃
禮
記
﹄
禮
器
︶
︑﹁
人
目
不
見
青
黄
曰
盲
︑
耳
不
聞
宮
商
曰
聾
︑
鼻

不
知
香
臭
曰
癰
︒
癰
・
聾
與
盲
︑
不
成
人
者
也
﹂
︵﹃
論
衡
﹄
別
通
︶
︒
そ
の
場
合
︑

某
人
が
子
を
産
み
︑
産
ま
れ
た
子
が
障
碍
者
で
あ
り
︑
妻
が
和
奸
し
た
︑
と
い
う

こ
と
に
な
り
︑
主
語
が
頻
繁
に
入
れ
替
わ
る
︒
ま
た
︑
事
件
の
報
告
書
の
な
か
で

固
有
名
詞
で
は
な
く
︑﹁
妻
﹂
が
主
語
と
な
る
の
も
不
自
然
で
あ
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
︒
こ
こ
で
は
前
説
に
よ
っ
て
理
解
し
た
︒

(２
)若
⁝
人
名
で
あ
ろ
う
︒﹁
與
脩
・
若
・
丸
等
辤
合
驗
︒
即
脩
・
若
・
丸
等
證
﹂

︵﹃
壹
﹄
三
七
八
︶
︒

(３
)
和
奸
⁝
合
意
の
上
の
奸
通
︒
律
に
お
い
て
︑﹁
和
奸
﹂
と
﹁
強
奸
﹂
は
區
別

さ
れ
る
︒﹁
諸
與
人
妻
和
奸
︑
及
其
所
與
︑
皆
完
爲
城
旦
舂
︒
其
吏
也
︑
以
強
奸

論
之
﹂
︵﹁
二
年
律
令
﹂
一
九
二
・
雜
律
︶
︒
な
お
︑
惡
事
を
意
味
す
る
﹁
姦
﹂
︵
八
四

簡
︻
注
︼
(２
)︶
と
﹁
奸
﹂
と
が
區
別
さ
れ
る
こ
と
は
﹇
劉
欣
寧
二
〇
一
九
﹈
に

詳
し
い
︒

(４
)倶
居
⁝
住
居
を
と
も
に
す
る
︒﹁
同
居
﹂
に
同
じ
か
︒﹁
董
與
父
恭
・
母
何
・

同
産
兄
輔
・
弟
農
倶
居
︒
旦
父
母
皆
前
物
故
︑
往
不
處
年
嫁
爲
良
妻
︒
與
良
父

平
・
母
眞
倶
居
﹂
︵﹃
壹
﹄
三
三
九
︶
︑﹁
初
與
母
寧
︑
少
父
孫
・
母
姜
︑
午
母
明
︑

雅
與
母
婓
等
各
倶
居
﹂
︵﹃
貳
﹄
五
九
八
︶
︒﹁
同
居
﹂
の
用
例
も
あ
る
︒
﹁
同
居
應
當

從
者
人
名
︒
今
□
〼
﹂
︵﹃
伍
﹄
一
九
六
八
︶
︑﹁
榮
夫
荊
前
與
同
産
兄
郎
・
弟
御
及

知
等
同
居
﹂
︵﹃
選
釋
﹄
六
二
︵③

:325-4-26︶︶
︒

(５
)
有
通
財
義
⁝
財
産
を
共
有
す
る
義
の
關
係
に
あ
る
こ
と
︒﹁
通
財
﹂
は
︑
財

産
を
共
有
す
る
こ
と
︒﹁
趙
儼
字
伯
然
︑
潁
川
陽
翟
人
也
︒
避
亂
荊
州
︑
與
杜

襲
・
繁
欽
通
財
同
計
︑
合
爲
一
家
﹂
︵﹃
三
國
志
﹄
魏
書
趙
儼
傳
︶
︒
朋
友
の
關
係
を

﹁
有
通
財
之
義
﹂
と
表
現
す
る
︒﹁
朋
友
之
饋
︑
雖
車
馬
︑
非
祭
肉
︑
不
拜
︒
︵
孔

曰
︒
不
拜
者
︑
有
通
財
之
義
︒
正
義
曰
︒
此
言
孔
子
輕
財
重
祭
之
禮
也
︒
朋
友
有
通
財
之

義
︑
故
其
饋
遺
之
物
︑
雖
是
車
馬
︑
非
祭
肉
︑
不
拜
︶
﹂
︵﹃
論
語
﹄
鄕
黨
︶
︒
居
住
狀
況

と
財
産
の
共
有
は
關
聯
づ
け
ら
れ
る
︒﹁
與
叔
父
從
弟
同
居
︑
三
世
不
分
財
︑
鄕

黨
高
其
義
﹂
︵﹃
後
漢
書
﹄
蔡
邕
列
傳
︶
︑
﹁
於
物
故
︑
來
以
嫡
子
女
代
於
戸
︑
不
與

平
通
財
﹂
︵﹃
選
釋
﹄
五
九
︵③

:325-2-28︶︶
︒

(６
)
送
⁝
花
嫁
を
花
婿
の
家
ま
で
送
り
屆
け
る
意
か
︒
﹁
晉
韓
宣
子
如
楚
送
女
﹂

︵﹃
春
秋
左
氏
傳
﹄
昭
公
五
年
︶
︑﹁
西
門
豹
曰
︑
至
爲
河
伯
娶
婦
時
︑
願
三
老
・
巫

祝
・
父
老
送
女
河
上
︑
幸
來
告
語
之
︑
吾
亦
往
送
女
﹂
︵﹃
史
記
﹄
滑
稽
列
傳
・
褚
先

生
補
︶
︑﹁
敞
爲
嫡
子
終
娶
宣
子
女
習
爲
妻
︑
宣
使
嫡
子
姫
送
女
入
門
﹂
︵﹃
後
漢
書
﹄

宗
室
四
王
三
侯
列
傳
・
城
陽
恭
王
祉
・
李
賢
注
所
引
﹃
東
觀
記
﹄︶
︑﹁
以
元
所
有
大
婢

嬰
送
納
︑
納
爲
世
産
男
石
﹂
︵﹃
選
釋
﹄
六
一
︵③

:325-4-25︶︶
︒

(７
)知
情
⁝
事
情
を
知
る
︒﹁
某
知
情
﹂﹁
某
不
知
情
﹂
は
︑
あ
る
人
が
犯
罪
の
事

情
を
知
っ
て
い
た
か
否
か
を
述
べ
る
場
合
に
用
い
ら
れ
る
︒
﹁
夜
略
尼
以
爲
妻
︒

臭
知
情
通
行
給
餉
﹂
︵﹃
壹
﹄
九
七
︶
︑﹁
孨
・
妃
︑
疑
不
知
情
﹂
︵﹃
貳
﹄
六
五
五
︶
︑

﹁
曷
奉
未
有
服
辤
︒
曷
不
知
情
﹂
︵﹃
貳
﹄
六
六
二
︶
︒
一
方
︑﹁
知
狀
﹂
と
い
う
語
も

あ
り
︑
近
隣
住
民
な
ど
の
證
人
が
狀
況
を
知
る
こ
と
を
示
す
の
に
用
い
ら
れ
る
︒

三
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﹁
訊
行
知
狀
者
女
子
趙
汝
・
冀
理
・
李
姜
等
辤
﹂
︵﹃
參
﹄
九
四
〇
︶
︒

︻
所
見
︼

姦
通
事
件
の
報
告
書
の
一
部
分
か
︒﹁
相
與
倶
居
︑
有
通
財
義
︑
不
應
盜
﹂
と

み
え
る
︒
同
居
者
は
共
財
の
義
が
あ
り
︑
從
っ
て
﹁
盜
﹂
に
は
あ
た
ら
な
い
と
い

う
認
識
が
司
法
の
判
斷
に
お
い
て
示
さ
れ
て
い
る
︒
社
會
通
念
で
あ
る
だ
け
で
は

な
く
︑
法
律
に
準
じ
る
規
範
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
︒

九
四
簡
︵①

:
9
7
︶

＊
﹃
選
釋
﹄
一
一

18.0
×
1.9cm

木
質

︻
釋
文
︼

兼
左
賊
史
脩
助
史
壽
龐
(１
)

白
(２
)待
事
掾
(３
)□
〼

與
守
史
黄
錯
胡
訓
(４
)掩
廋
(５
)

干
龍
山
(６
)中
□
〼

□君
□教
□諾
(７
)

︻
訓
讀
︼

兼
左
賊
史
の
脩
︑
助
史
の
壽
・
龐
白
す
︒
待
事
掾
の
□
⁝
⁝
守
史
の
黄
錯
・
胡
訓

と
干
龍
山
中
に
掩
廋
し
⁝
⁝
︒

君
教
︒
諾
す
︒

︻
現
代
語
譯
︼

兼
左
賊
史
の
脩
︑
助
史
の
壽
・
龐
が
申
し
上
げ
ま
す
︒
待
事
掾
の
□
⁝
⁝
守
史
の

黄
錯
・
胡
訓
と
干
龍
山
中
に
掩
廋
し
⁝
⁝
︒

君
教
︒
承
諾
し
た
︒

︻
注
︼

(１
)兼
左
賊
史
脩
︑
助
史
壽
・
龐
⁝
左
賊
曹
の
吏
で
あ
る
﹁
脩
﹂﹁
壽
﹂
の
名
は
︑

﹁
左
賊
史
遷
︑
兼
史
脩
︑
助
史
壽
・
詳
白
﹂
︵﹃
參
﹄
九
八
九
︶
に
も
み
え
る
︒﹁
賊

曹
﹂
は
︑
中
央
の
公
府
や
縣
廷
に
お
か
れ
た
諸
曹
の
一
つ
で
︑
盜
賊
關
係
を
擔
當

し
た
︒
七
簡
︻
注
︼
(１
)
參
照
︒﹁
兼
﹂
は
︑
兼
ね
る
︒
兼
任
す
る
︒
五
一
廣
場

簡
で
は
︑
史
︱
兼
史
︱
助
史
の
序
列
が
み
ら
れ
︑
い
ず
れ
も
縣
廷
所
屬
の
吏
と
考

え
ら
れ
る
が
︑
具
體
的
な
官
制
上
の
位
置
づ
け
は
不
明
︒
三
七
簡
︻
注
︼
(１
)・

同
︻
所
見
︼
參
照
︒

(２
)白
⁝
申
し
上
げ
る
︒
三
簡
︻
注
︼︵
１
︶
參
照
︒

(３
)待
事
掾
⁝
屬
吏
の
一
種
︒
八
八
簡
︻
注
︼
(１
)參
照
︒

(４
)
守
史
黄
錯
・
胡
訓
⁝
﹁
守
史
﹂
は
︑
屬
吏
の
一
種
︒﹁
守
﹂
は
︑
吏
が
兼
任

す
る
場
合
に
冠
せ
ら
れ
る
語
︒
眞
官
が
缺
員
お
よ
び
不
在
署
の
場
合
に
任
命
さ
れ

る
︒
ま
た
少
吏
の
場
合
は
︑
特
定
の
職
務
を
臨
時
に
兼
任
さ
せ
る
場
合
に
も
任
命

さ
れ
る
︒﹇
鷹
取
二
〇
一
六
﹈
參
照
︒
五
一
廣
場
簡
で
は
︑
特
定
の
業
務
の
た
め

に
守
史
が
派
遣
さ
れ
る
例
が
み
ら
れ
る
︒﹁
案
文
書
︑
前
遣
守
史
趙
朗
・
黄
徴
︑

逐
召
御
・
達
等
︒
今
月
四
日
復
遣
守
史
范
襄
・
番
良
重
趣
﹂
︵﹃
陸
﹄
二
二
一
〇
︶
︒

﹁
〼
史
黄
錯

〼
﹂
︵﹃
伍
﹄
一
八
三
八
︶
は
守
史
黄
錯
と
同
一
人
物
で
あ
ろ
う
︒

(５
)
掩
廋
⁝
搜
索
し
て
捕
ら
え
る
こ
と
か
︒﹁
掩
﹂
は
︑
捕
ら
え
る
︒
一
八
〇
七

＋
八
簡
︻
注
︼
(４
)
參
照
︒﹁
廋
﹂
は
︑﹁
さ
が
す
︒﹃
搜
﹄
に
同
じ
﹂
︵﹃
漢
簡
語

彙
﹄︶
︒﹁
或
輕
訬
趬
悍
︑
廋
疏
嶁
領
︑
犯
歷
嵩
巒
︵
李
賢
注
︒
廋
疏
︑
猶
搜
索
也
︶
﹂

︵﹃
後
漢
書
﹄
馬
融
列
傳
︶
︑﹁
貴
曰
我
於
空
籠
中
得
之
︒
初
疑
貴
盜
客
物
︑
即
於
壽

比
籠
廋
索
︑
見
壁
後
有
繒
物
﹂
︵﹃
貳
﹄
六
六
一
︶
︒
た
だ
し
︑﹁
掩
廋
﹂
と
い
う
熟

語
は
他
に
見
當
た
ら
ず
︑
行
爲
の
順
序
と
し
て
も
違
和
感
が
あ
る
︒

(６
)干
龍
山
⁝
整
理
者
は
﹁
□
龍
山
﹂
と
す
る
が
︑
圖
版
よ
り
﹁
干
﹂
字
を
補
っ

た
︒
た
だ
し
︑﹁
干
﹂
は
人
名
か
山
の
名
か
は
不
明
︒
こ
こ
で
は
暫
定
的
に
山
の

名
と
解
釋
し
て
お
い
た
︒﹁
干
﹂
と
い
う
人
名
の
例
と
し
て
は
︑﹁
桑
鄕
男
子
番
干

輸
租
從
倉
持
米
一
斛
出
門
︑
爵
・
宮
苛
干
代
何
等
米
﹂
︵﹃
貳
﹄
五
二
五
︶
が
あ
る
︒

(７
)君
教
諾
⁝
ほ
と
ん
ど
み
え
な
い
が
︑
君
教
木
牘
の
例
か
ら
す
れ
ば
こ
こ
に
位

置
す
べ
き
語
で
あ
り
︑
墨
痕
は
あ
る
の
で
︑﹃
壹
﹄
の
釋
讀
に
從
っ
た
︒

︻
所
見
︼

彩
色
圖
版
で
は
︑
刻
線
が
﹁
兼
﹂
と
﹁
與
﹂
の
上
方
に
は
っ
き
り
み
え
る
︒
文

字
の
配
置
の
目
安
と
し
て
線
を
刻
し
て
か
ら
書
寫
し
た
の
で
あ
ろ
う
︒
上
段
を
あ

長
沙
五
一
廣
場
東
漢
簡
牘
譯
注
稿

第
一
層

中
︵
八
〇
～
一
〇
〇
＋
一
〇
一
＋
一
〇
二
簡
︶

三
九
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け
︑
中
下
段
に
屬
吏
の
﹁
白
﹂
を
書
く
︒
君
教
木
牘
で
あ
る
︒
一
七
簡
︻
所
見
︼

參
照
︒

[楊
小
亮
二
〇
二
二
﹈
二
一
五
頁
﹁
五
一
簡
未
發
表
殘
簡
綴
合
表
﹂
に
よ
れ
ば
︑

未
公
開
の
三
一
四
八
簡
と
綴
合
さ
れ
る
︒

九
五
簡
︵①

:
9
8
︶
23.3
×
2.7cm

木
質

︻
釋
文
︼

受
所
監
(１
)臧
(２
)到
六
十
以
縣
官
事
他
(３
)賊

毆
人
無
疻
痏
(４
)數
罪
(５
)

＝
＝
戎
以
劾
(６
)前
失
不

分
別
處
(７
)謹
傅
議
解
左
(８
)唯

廷
(９
)言
府
謁
傅
前
解
(

)錯
甫
戎
(

)惶
恐

叩
頭
死
罪
死
罪
敢
言
之

10

11

︻
訓
讀
︼

⁝
⁝
監
す
る
所
よ
り
受
け
臧
六
十
に
到
る
︒
縣
官
事
他
を
以
て
人
を
賊
毆
し
疻
痏

無
し
︒
數
罪
あ
り
︒
戎
︑
以
︵
す
で
︶
に
劾
す
る
も
︑
前
に
失
︵
あ
や
ま
︶
ち
て

分
別
處
せ
ず
︒
謹
し
み
て
議
を
解
の
左
に
傅
す
︒
唯
わ
く
は
廷
︑
府
に
言
い
︑
謁

う
ら
く
は
前
解
に
傅
せ
ん
こ
と
を
︒
錯
・
甫
・
戎
︑
惶
恐
叩
頭
死
罪
死
罪
し
て
敢

え
て
之
を
言
う
︒

︻
現
代
語
譯
︼

⁝
⁝
監
督
對
象
か
ら
受
領
し
て
不
正
に
得
た
財
が
六
十
錢
と
な
り
ま
す
︒
公
務
や

そ
の
他
の
こ
と
で
人
を
毆
り
ま
し
た
が
ケ
ガ
を
負
わ
せ
ま
せ
ん
で
し
た
︒
複
數
の

罪
が
あ
り
ま
す
︒
戎
は
す
で
に
劾
し
ま
し
た
が
︑
以
前
は
誤
っ
て
お
り
區
別
し
て

審
ら
か
に
し
ま
せ
ん
で
し
た
︒
謹
し
ん
で
議
を
解
の
左
に
添
附
し
ま
す
︒
縣
廷
に

お
か
れ
て
は
太
守
府
に
報
告
し
︑
前
の
解
に
添
附
し
て
も
ら
う
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
︒
錯
・
甫
・
戎
は
惶
恐
叩
頭
死
罪
死
罪
し
て
申
し
上
げ
ま
す
︒

︻
注
︼

(１
)
受
所
監
⁝
監
督
對
象
か
ら
受
領
す
る
︒﹁
秋
七
月
︑
詔
曰
︑
吏
受
所
監
臨
︑

以
飮
食
免
︑
重
﹂
︵﹃
漢
書
﹄
景
帝
紀
・
元
年
︶
︑﹁
受
所
監
臧
二
百
五
十
以
上
︑
請
逮

捕
繫
治
﹂
︵﹃
漢
書
﹄
蕭
望
之
傳
︶
︑﹁
盜
律
有
受
所
監
・
受
財
枉
法
﹂
︵﹃
晉
書
﹄
刑
法

志
︶
︑﹁
盜
賦
受
所
監
臧
皆
二
百
五
十
以
上
﹂
︵﹃
壹
﹄
三
七
九
︶
︒

(２
)臧
⁝
不
正
に
得
た
財
︒
八
〇
簡
︻
注
︼
(８
)參
照
︒

(３
)
以
縣
官
事
他
⁝
公
務
や
そ
の
他
の
こ
と
に
よ
っ
て
︒﹁
純
以
縣
官
事
他
賊
毆

人
︑
當
以
律
削
爵
﹂
︵﹃
貳
﹄
二
五
〇
六
＋
五
四
一
︶
︒
﹁
以
縣
官
事
﹂
は
律
に
み
ら
れ

る
︒﹁
以
縣
官
事
毆
若
詈
吏
︑
耐
︒
所
毆
詈
有
秩
以
上
︑
及
吏
以
縣
官
事
毆
詈
五

大
夫
以
上
︑
皆
黥
爲
城
旦
舂
﹂
︵﹁
二
年
律
令
﹂
四
六
・
賊
律
︶
︒

(４
)
賊
毆
人
無
疻
痏
⁝
人
を
一
方
的
に
毆
り
ケ
ガ
を
負
わ
せ
な
か
っ
た
︒
﹁
賊
﹂

は
﹁
惡
意
を
も
っ
て
一
方
的
に
傷
害
を
加
え
る
﹂
︵﹃
漢
簡
語
彙
﹄︶
︒﹁
疻
痏
﹂
は
毆

打
に
よ
っ
て
生
じ
た
腫
れ
や
傷
︒﹁
鬪
︑
爲
人
毆
也
︑
無
疻
痏
︑
毆
者
顧
折
齒
︑

何
論
﹂
︵
睡
虎
地
秦
簡
﹁
法
律
答
問
﹂
八
九
︶
︑﹁
傳
曰
︑
遇
人
不
以
義
而
見
疻
者
︑

與
痏
人
之
罪
鈞
︑
惡
不
直
也
︵
應
劭
曰
︒
以
杖
手
𢿛
擊
人
︑
剝
其
皮
膚
︑
腫
起
青
黑
而

無
創
瘢
者
︑
律
謂
疻
痏
︶
﹂
︵﹃
漢
書
﹄
薛
宣
傳
︶
︑﹁
毆
撃
伯
母
元
及
舍
客
元
婢
︑
皆
有

疻
痏
﹂
︵﹃
貳
﹄
四
九
四
︶
︒

(５
)
數
罪
⁝
複
數
の
罪
が
あ
る
︒﹁
宣
帝
惡
之
︑
下
廣
漢
廷
尉
獄
︒
又
坐
賊
殺
不

辜
︑
鞠
獄
故
不
以
實
︑
擅
斥
除
騎
士
乏
軍
興
︑
數
罪
﹂
︵﹃
漢
書
﹄
趙
廣
漢
傳
︶
︑

﹁
夜
︑
強
略
人
以
爲
妻
︑
賊
傷
尼
不
直
︑
數
罪
﹂
︵﹃
壹
﹄
九
七
︶
︒

(６
)以
劾
⁝
す
で
に
劾
を
行
っ
た
︒﹁
以
﹂
は
﹁
已
﹂
に
同
じ
︒﹁
劾
﹂
は
﹁
吏
が

違
法
行
爲
や
過
失
を
記
し
た
文
書
を
作
成
し
て
告
發
す
る
﹂
︵﹃
漢
簡
語
彙
﹄︶
︒﹁
聰

明
蔽
塞
︑
爲
下
所
欺
︑
弱
不
勝
任
︑
數
罪
︒
謹
以
劾
︒
臣
請
法
車
徵
詣
廷
尉
治
繇

罪
︑
大
鴻
臚
削
爵
土
﹂
︵﹃
三
國
志
﹄
魏
書
鍾
繇
傳
・
裴
松
之
注
所
引
﹃
魏
略
﹄︶
︑﹁
秩

盜
臧
五
百
以
上
︑
數
罪
︒
發
覺
得
︒
均
謹
已
劾
︒
盡
力
實
核
﹂
︵﹃
貳
﹄
五
○
二
︶
︒

(７
)
分
別
處
⁝
區
別
し
て
審
ら
か
に
す
る
︒
詳
細
を
明
ら
か
に
す
る
︒﹁
分
別
﹂

は
︑
區
別
す
る
︒
八
〇
簡
︻
注
︼
(１
)
參
照
︒
﹁
處
﹂
は
︑
審
ら
か
に
す
る
︒
一

簡
︻
注
︼
(６
)
參
照
︒﹁
別
處
﹂
等
の
類
似
表
現
に
つ
い
て
は
︑
八
七
簡
︻
注
︼

(３
)參
照
︒

四
〇
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(８
)傅
議
解
左
⁝
﹁
議
﹂
を
﹁
解
﹂
の
左
に
附
す
︒
檢
討
結
果
を
こ
の
文
書
の
左

側
に
添
附
す
る
︒﹁
傅
﹂
は
﹁
附
﹂︒﹁
謹
表
其
尤
害
於
體
者
傅
奏
於
左
︵
李
賢
注
︒

傅
音
附
︶
﹂
︵﹃
後
漢
書
﹄
梁
統
列
傳
︶
︑﹁
附
祉
議
解
左
﹂
︵﹃
選
釋
﹄
七
一
︵③

:325-5-

11︶︶
︑﹁
踈
傅
解
左
副
文
﹂
︵﹃
選
釋
﹄
一
〇
三
︵③

:325-1-32︶︶
︒
文
獻
で
は
類
似

し
た
﹁
羣
臣
奏
言
︑
︵
略
︶
當
巡
封
泰
山
︑
凡
三
十
六
事
︑
傅
奏
左
﹂
︵﹃
續
漢
書
﹄

郊
祀
志
上
・
劉
昭
注
所
引
﹃
東
觀
書
﹄︶
︑﹁
附
奏
於
左
﹂
︵﹃
後
漢
書
﹄
郎
顗
列
傳
︶
と

い
う
表
現
が
み
え
る
︒﹁
議
﹂
は
﹁
檢
討
・
吟
味
す
る
こ
と
を
指
す
﹂︒﹇
鷹
取
二

〇
二
一
﹈
參
照
︒﹁
解
﹂
は
︑
説
明
︒
も
う
し
ひ
ら
き
︒
一
六
簡
︻
注
︼
(２
)
參

照
︒
こ
こ
で
は
﹁
議
﹂
も
﹁
解
﹂
も
そ
の
文
書
で
あ
ろ
う
︒
な
お
︑﹇
楊
小
亮
二

〇
二
二
﹈
一
七
七
～
一
七
八
頁
は
﹁
傅
︵
附
︶
議
解
左
﹂
に
つ
い
て
︑﹃
選
釋
﹄

七
一
︵
③
:325-5-11︶
を
含
む
册
書
に
基
づ
き
議
論
し
て
い
る
が
︑
未
公
開
簡
を

含
む
た
め
︑
正
否
を
檢
討
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
︒

(９
)唯
廷
⁝
縣
廷
に
願
う
︒
四
〇
簡
︻
注
︼
(１
)參
照
︒

(

)言
府
謁
傅
前
解
⁝
太
守
府
に
報
告
し
︑
前
回
の
﹁
解
﹂
に
添
附
す
る
よ
う
に

10請
う
︒﹁
謁
﹂
は
︑
も
う
す
︒
請
う
︒
八
二
簡
︻
注
︼
(２
)參
照
︒﹁
解
﹂
は
︑
説

明
︒
も
う
し
ひ
ら
き
︒
一
六
簡
︻
注
︼
(２
)參
照
︒
こ
こ
で
は
﹁
失
不
分
別
處
﹂

で
あ
っ
た
﹁
前
﹂
の
報
告
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
︒

(

)
錯
・
甫
・
戎
⁝
官
職
名
と
姓
の
わ
か
る
同
名
人
の
例
と
し
て
︑﹁
錯
﹂
は

11
﹁
賊
捕
掾
蔡
錯
﹂
︵﹃
貳
﹄
四
二
七
︶
︑﹁
守
史
黄
錯
﹂
︵﹃
壹
﹄
九
四
︶
︑﹁
戎
﹂
は
﹁
亭

長
朱
戎
﹂
︵﹃
壹
﹄
三
︶
︑﹁
游
徼
劉
戎
﹂
︵﹃
參
﹄
一
一
三
九
︶
が
あ
る
︒

︻
所
見
︼

上
行
文
書
の
末
尾
部
分
で
あ
る
︒
官
吏
の
不
正
行
爲
に
關
わ
る
調
査
の
︑
追
加

の
報
告
書
で
あ
ろ
う
︒
次
の
簡
の
事
件
と
比
較
す
る
と
︑
輕
微
な
惡
事
で
あ
る
︒

﹁
胡
・
朗
議
︒
誧
吏
盜
賦
︑
受
所
監
臧
皆
二
百
五
十
以
上
︒
以
縣
官
事
他
賊
毆
人

有
疻
痏
︒
數
罪
﹂
︵﹃
肆
﹄
一
三
七
八
︶
︒

｢謹
傅
議
解
左
﹂
の
﹁
議
﹂
に
つ
い
て
は
︑
誰
に
よ
る
﹁
議
﹂
で
あ
る
か
が
問

題
に
な
る
︒︻
注
︼
(８
)
引
用
の
﹃
選
釋
﹄
七
一
や
﹁
謹
傅
朗
議
解
左
﹂
︵﹃
壹
﹄

三
九
七
︶
の
よ
う
に
︑
誰
の
﹁
議
﹂
で
あ
る
か
明
示
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
の
に
對

し
て
︑
本
簡
で
は
示
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
す
れ
ば
︑
發
信
者
の
錯
・
甫
・
戎
の

﹁
議
﹂
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
︒
彼
ら
は
縣
廷
外
か
ら
縣
廷
に
報
告
を
行
う
立
場

で
あ
る
が
︑
報
告
︵﹁
解
﹂︶
に
加
え
て
︑
獨
自
に
﹁
議
﹂
を
作
成
し
︑
縣
廷
に
提

出
し
て
い
た
︒

九
六
簡
︵①

:
9
9
︶
23.1
×
2.2cm

木
質

︻
釋
文
︼

□君
□教
□若

趣
(１
)則
等
亟
(２
)實
核
(３
)白
草
(４
)延

平
元
年
七
月
十
九
日
甲
午
白

︻
訓
讀
︼

⁝
⁝
則
等
を
趣
︵
う
な
が
︶
し
亟
や
か
に
實
核
せ
し
め
ん
こ
と
を
︒
草
を
白
す
︒

延
平
元
年
七
月
十
九
日
甲
午
︑
白
す
︒

君
教
︒
諾
す
︒

︻
現
代
語
譯
︼

⁝
⁝
則
た
ち
を
う
な
が
し
速
や
か
に
調
査
し
明
ら
か
に
さ
せ
て
く
だ
さ
い
︒
草
稿

を
提
出
し
ま
す
︒
延
平
元
年
︵
殤
帝
︑
一
〇
六
年
︶
七
月
十
九
日
甲
午
︑
申
し
上

げ
ま
す
︒

君
教
︒
承
諾
し
た
︒

︻
注
︼

(１
)
趣
⁝
う
な
が
す
︒
催
促
す
る
︒﹁
於
是
光
武
趣
駕
南
轅
︵
李
賢
注
︒
趣
︑
急

也
︒
讀
曰
促
︶
﹂
︵﹃
後
漢
書
﹄
光
武
帝
紀
上
・
更
始
二
年
︶
︒

(２
)
亟
⁝
﹁
す
み
や
か
に
﹂
︵﹃
漢
簡
語
彙
﹄︶
︒﹁
昆
陽
城
小
而
堅
︑
今
假
號
者
在

宛
︑
亟
進
大
兵
︵
李
賢
注
︒
亟
︑
急
也
︶
︑
彼
必
奔
走
﹂
︵﹃
後
漢
書
﹄
光
武
帝
紀
上
・

更
始
元
年
︶
︑﹁
書
到
亟
實
核
︑
正
處
言
﹂
︵﹃
壹
﹄
三
六
四
︶
︒

長
沙
五
一
廣
場
東
漢
簡
牘
譯
注
稿

第
一
層

中
︵
八
〇
～
一
〇
〇
＋
一
〇
一
＋
一
〇
二
簡
︶

四
一
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(３
)實
核
⁝
調
査
し
明
ら
か
に
す
る
︒
八
二
簡
︻
注
︼
(

)參
照
︒

11

(４
)
白
草
⁝
草
稿
を
申
し
上
げ
る
︒
提
出
す
る
︒
六
一
簡
︻
注
︼
(１
)
(２
)
參

照
︒

︻
所
見
︼

君
教
木
牘
の
後
半
の
︑
丞
と
掾
に
よ
る
議
以
降
の
部
分
で
あ
る
︒
一
七
簡
︻
所

見
︼
參
照
︒

[汪
蓉
蓉
二
〇
一
九
﹈
は
﹃
貳
﹄
五
〇
三
と
綴
合
す
る
が
︑﹇
楊
小
亮
二
〇
二

二
﹈
二
一
一
頁
が
指
摘
す
る
と
お
り
誤
綴
で
あ
る
︒

九
七
簡
︵①

:
1
0
0
︶

＊
﹃
選
釋
﹄
一
二

22.8
×
2.8cm

木
質

︻
釋
文
︼

等
證
(１
)案
夜
斗
功
(２
)共
摻
(３
)兵
掔

頓
(４
)尼
夜
略
尼
以
爲
妻
(５
)臭
知

＝
＝
情

通
行
給
餉
(６
)護
踵
追
(７
)夜
夜
斫
(８
)

傷
尼
護
其
時
刺
夜
以
辜
(９
)立
物

故
(

)夜
強
略
人
以
爲
妻
賊
傷
(

)

10

11

＝
＝
尼
不
直
(

)數

罪
(

)斗
助
者
(

)護
所
殺
有
罪
(

)斗
護
各

12

13

14

15

︻
訓
讀
︼

⁝
⁝
等
證
す
︒
案
ず
る
に
︑
夜
・
斗
︑
功
し
共
に
兵
を
摻
︵
と
︶
り
尼
を
掔
頓

す
︒
夜
︑
尼
を
略
し
て
以
て
妻
と
爲
す
︒
臭
︑
情
を
知
り
通
行
し
て
餉
を
給
す
︒

護
︑
踵
︵
お
︶
い
て
夜
に
追
︵
お
よ
︶
ぶ
に
︑
夜
︑
斫
︵
き
︶
り
て
尼
を
傷
つ
く
︒

護
︑
其
の
時
夜
を
刺
せ
ば
︑
辜
を
以
て
立
ち
ど
こ
ろ
に
物
故
す
︒
夜
︑
人
を
強
略

し
て
以
て
妻
と
爲
し
︑
尼
を
賊
傷
し
︑
不
直
な
り
︒
數
罪
あ
り
︒
斗
︑
助
者
な

り
︒
護
︑
殺
す
所
有
罪
な
り
︒
斗
・
護
︑
各
お
の
⁝
⁝

︻
現
代
語
譯
︼

⁝
⁝
た
ち
が
證
言
し
ま
し
た
︒
案
ず
る
に
︑
夜
・
斗
は
手
を
下
し
一
緖
に
な
っ
て

武
器
を
手
に
し
尼
を
拘
束
し
ま
し
た
︒
夜
は
尼
を
略
奪
し
て
妻
と
し
ま
し
た
︒
臭

は
事
情
を
承
知
し
な
が
ら
付
き
合
い
を
し
て
飮
食
を
提
供
し
ま
し
た
︒
護
は
追
跡

し
て
夜
に
追
い
つ
く
と
︑
夜
が
切
り
か
か
っ
て
尼
を
傷
つ
け
ま
し
た
︒
護
が
そ
の

時
夜
を
刺
し
た
の
で
︑
そ
の
た
め
に
た
ち
ま
ち
死
亡
し
ま
し
た
︒
夜
は
人
を
略
奪

し
て
妻
と
し
︑
尼
を
賊
傷
し
︑
不
直
で
す
︒
複
數
の
罪
が
あ
り
ま
す
︒
斗
は
助
力

者
で
す
︒
護
が
殺
し
た
相
手
は
有
罪
者
で
す
︒
斗
と
護
は
そ
れ
ぞ
れ
⁝
⁝

︻
注
︼

(１
)
證
⁝
﹁
證
言
︒
證
言
す
る
﹂
︵﹃
漢
簡
語
彙
﹄︶
︒
證
人
︒
三
簡
︻
注
︼
(４
)
參

照
︒

(２
)
功
⁝
犯
罪
を
實
行
す
る
︒
手
を
下
し
て
人
を
傷
つ
け
る
︒
﹁
春
秋
之
義
︑
意

惡
功
遂
︑
不
免
於
誅
︑
上
浸
之
源
不
可
長
也
︒
況
首
爲
惡
︑
明
手
傷
︑
功
意
俱
惡

︵
孟
康
曰
︑
手
傷
人
爲
功
︑
使
人
行
傷
人
者
爲
意
︶
︑
皆
大
不
敬
︒
明
當
以
重
論
︑
及

況
皆
棄
市
﹂
︵﹃
漢
書
﹄
薛
宣
傳
︶
︑﹁
誰
復
加
功
者
﹂
︵﹃
貳
﹄
四
九
八
︶
︑﹁
問
武
︑
不

敢
證
登
加
功
﹂
︵﹃
貳
﹄
五
三
一
︶
︒

(３
)
摻
⁝
手
に
取
る
︒﹁
摻
執
子
之
袪
兮
︵
毛
傳
︒
摻
︑
擥
︶
﹂
︵﹃
詩
經
﹄
鄭
風
・
遵

大
路
︶
︑﹁
𪝍
同
産
兄
宗
・
宗
弟
禹
︑
將
二
男
子
不
處
姓
名
︑
各
摻
兵
︑
之
純
門
︑

司
候
純
﹂
︵﹃
壹
﹄
三
三
六
︶
︒

(４
)
掔
頓
⁝
強
制
し
て
行
動
を
制
限
す
る
︒
拘
束
す
る
︒﹁
掔
﹂
は
︑
引
っ
張
る
︒

﹁
楚
王
入
自
皇
門
︒
鄭
襄
公
肉
袒
掔
羊
以
迎
﹂
︵﹃
史
記
﹄
鄭
世
家
︶
︑﹁
世
令
柱
持
羊

一
級
︑
之
市
賣
︑
不
讎
︒
柱
掔
羊
還
﹂
︵﹃
選
釋
﹄
一
〇
五
︵③

:325-1-35︶︶
︒﹁
頓
﹂

は
︑
と
ど
め
る
︒﹁
今
之
治
民
者
︑
若
拙
御
之
御
馬
︑
行
則
頓
之
︑
止
則
擊
之
﹂

︵﹃
盬
鐵
論
﹄
詔
聖
︶
︒
ま
た
︑﹃
選
釋
﹄
が
指
摘
す
る
よ
う
に
︑﹁
掔
﹂
に
類
似
し
た

語
に
﹁
掣
﹂
が
あ
り
︑
熟
語
﹁
掣
頓
﹂
の
例
と
し
て
︑﹁
其
後
小
者
亡
逃
︑
大
者

藏
匿
︒
吏
捕
索
掣
頓
︑
不
以
道
理
﹂
︵﹃
鹽
鐵
論
﹄
散
不
足
︶
︑﹁
乳
母
家
子
孫
奴
從

者
橫
暴
長
安
中
︑
當
道
掣
頓
人
車
馬
︑
奪
人
衣
服
﹂
︵﹃
史
記
﹄
滑
稽
列
傳
・
褚
少
孫

補
︶
が
あ
る
︒

(５
)略
～
以
爲
妻
⁝
～
を
掠
っ
て
妻
と
す
る
︒
誘
拐
婚
︒
律
に
は
﹁
強
略
人
以
爲

妻
及
助
者
︑
斬
左
趾
以
爲
城
旦
﹂
︵﹁
二
年
律
令
﹂
一
九
四
・
雜
律
︶
と
あ
る
︒
本
簡

四
二
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で
は
︑
後
に
夜
と
斗
が
そ
れ
ぞ
れ
﹁
強
略
人
以
爲
妻
﹂
と
﹁
助
者
﹂
で
あ
る
こ
と

が
示
さ
れ
︑
こ
の
律
の
記
述
と
共
通
し
て
い
る
︒
誘
拐
婚
事
件
は
他
の
簡
に
も
み

え
る
︒﹁
應
弟
于
︑
強
略
女
子
黄
筭
爲
妻
﹂
︵﹃
貳
﹄
四
三
五
＋
四
三
四
︶
︒

(６
)
知
情
通
行
給
餉
⁝
事
情
を
知
り
な
が
ら
付
き
合
い
を
し
て
飮
食
を
提
供
す

る
︒
犯
罪
者
へ
の
食
糧
提
供
は
處
罰
の
對
象
と
な
る
︒
一
八
〇
七
＋
八
簡
︻
所

見
︼
參
照
︒﹁
知
情
﹂
は
︑
事
情
を
知
る
︒
九
三
簡
︻
注
︼
(７
)參
照
︒﹁
給
餉
﹂

は
︑
飮
食
を
提
供
す
る
︒
一
八
〇
七
＋
八
簡
︻
注
︼
(９
)參
照
︒

(７
)
踵
追
⁝
追
跡
し
て
追
い
つ
く
︒﹁
踵
︑
追
也
﹂
︵﹃
説
文
解
字
﹄
足
部
︶
︑﹁
追
︑

︵
略
︶
及
也
﹂
︵﹃
玉
篇
﹄
辵
部
︶
︒

(８
)斫
⁝
打
つ
︑
た
た
き
切
る
︒
八
五
簡
︻
注
︼
(６
)參
照
︒

(９
)
辜
⁝
﹁
刑
事
案
件
に
つ
い
て
の
因
果
關
係
を
示
す
語
︒﹃
故
﹄
に
同
じ
﹂

︵﹃
漢
簡
語
彙
﹄︶
︒﹁
鬪
傷
人
︑
而
以
傷
辜
二
旬
中
死
︑
爲
殺
人
﹂
︵﹁
二
年
律
令
﹂
二

四
・
賊
律
︶
︑﹁
种
以
所
持
刀
斫
官
︑
創
三
所
︒
官
以
格
辜
物
故
﹂
︵﹃
貳
﹄
五
三
八
︶
︒

(

)
物
故
⁝
﹁
人
の
死
﹂
︵﹃
漢
簡
語
彙
﹄︶
︒﹁
其
月
不
處
日
良
病
物
故
﹂
︵﹃
壹
﹄
三

10
九
六
︶
︑﹁
今
年
欲
豤
食
︑
亭
・
風
不
肯
︑
亭
・
出
爭
言
鬪
︑
亭
・
風
・
出
兩
相

殺
︑
各
皆
物
故
﹂
︵﹃
貳
﹄
四
九
三
︶
︒

(

)
賊
傷
⁝
﹁
惡
意
を
も
っ
て
一
方
的
に
相
手
に
怪
我
を
負
わ
せ
る
﹂
︵﹃
漢
簡
語

11
彙
﹄︶
︒﹁
賊
傷
人
︑
及
自
賊
傷
以
避
事
者
︑
皆
黥
爲
城
旦
舂
﹂
︵﹁
二
年
律
令
﹂
二

五
・
賊
律
︶
︑﹁
輔
以
微
辨
賊
傷
爢
﹂
︵﹃
壹
﹄
二
三
〇
︶
︒

(

)
不
直
⁝
﹁
正
し
く
な
い
﹂
︵﹃
漢
簡
語
彙
﹄︶
︒﹁
適
治
獄
吏
不
直
者
︑
築
長
城
及

12南
越
地
﹂
︵﹃
史
記
﹄
秦
始
皇
本
紀
・
始
皇
三
十
四
年
︶
︑﹁
信
誠
行
乎
州
里
︑
鄕
人
有

所
計
爭
︑
輒
令
祝
少
賓
︑
不
直
者
終
無
敢
言
﹂
︵﹃
後
漢
書
﹄
賈
逵
列
傳
︶
︒

(

)數
罪
⁝
複
數
の
罪
が
あ
る
︒
九
五
簡
︻
注
︼
(５
)參
照
︒

13(

)
助
者
⁝
誘
拐
婚
の
助
力
者
︒︻
注
︼
(５
)
引
用
の
﹁
二
年
律
令
﹂
一
九
四
・

14雜
律
で
は
︑
主
犯
と
同
じ
刑
に
處
せ
ら
れ
る
︒

(

)
所
殺
有
罪
⁝
殺
し
た
對
象
が
有
罪
者
で
あ
る
︒
律
に
︑﹁
捕
盜
賊
・
罪
人
︑

15

及
以
告
劾
逮
捕
人
︑
所
捕
格
鬪
而
殺
傷
之
︑
及
窮
之
而
自
殺
也
︑
殺
傷
者
除
︑
其

當
購
賞
者
︑
半
購
賞
之
﹂
︵﹁
二
年
律
令
﹂
一
五
二
・
捕
律
︶
と
あ
り
︑
有
罪
者
を
殺

傷
し
た
場
合
︑
罪
に
問
わ
れ
な
い
︒

︻
所
見
︼

固
有
名
詞
の
共
通
に
よ
り
︑
關
聯
簡
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
簡
に
︑
兩
行
簡
の

﹃
壹
﹄
一
三
〇
＋
一
三
一
＋
一
二
二
︑﹃
貳
﹄
四
九
八
︑﹃
肆
﹄
一
三
九
一
＋
一
三

九
八
＋
一
四
二
七
︑﹃
肆
﹄
一
四
四
九
︑﹃
伍
﹄
一
七
一
三
＋
二
一
五
八
＋
一
七
三

九
︑﹃
選
釋
﹄
二
二
︵③

:292-6︶
が
あ
る
︒
竹
簡
で
も
︑﹃
貳
﹄
七
九
六
等
に
共

通
す
る
固
有
名
詞
が
み
ら
れ
る
︒﹇
温
玉
冰
二
〇
二
二
﹈
と
﹇
陳
偉
二
〇
二
二
﹈

は
そ
れ
ぞ
れ
本
簡
を
含
む
册
書
の
復
元
案
を
示
す
が
︑
缺
簡
が
あ
り
︑
確
定
し
が

た
い
︒

關
聯
簡
﹃
肆
﹄
一
三
九
一
＋
一
三
九
八
＋
一
四
二
七
に
︑﹁
盡
力
逐
捕
護
・

斗
・
臭
︑
必
得
︑
考
實
﹂
と
あ
り
︑
護
・
斗
・
臭
は
ま
だ
身
柄
を
確
保
さ
れ
て
い

な
い
︒
本
簡
は
逃
亡
中
の
護
た
ち
に
つ
い
て
︑
證
人
の
證
言
を
も
と
に
罪
名
を
あ

て
た
部
分
で
あ
ろ
う
︒

本
簡
簡
頭
の
﹁
等
證
﹂
は
︑
證
人
の
證
言
に
基
づ
い
て
詳
細
を
述
べ
た
結
び
の

定
型
表
現
﹁
即
某
證
﹂
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
︒﹁
即
某
證
﹂
＋
﹁
︵
●
︶
案
﹂
の
形

で
罪
名
を
あ
て
る
例
と
し
て
は
︑﹁
樂
即
詣
歆
告
︒
考
問
辤
具
服
合
驗
︒
即
歆
・

樂
證
︒
案
秩
無
故
入
人
廬
舍
盜
牛
一
頭
︑
凡
臧
七
千
二
百
︒
秩
盜
臧
五
百
以
上
︑

數
罪
︒
發
覺
得
︒
均
︑
謹
已
劾
﹂
︵﹃
貳
﹄
五
○
二
︶
の
他
︑﹃
壹
﹄
四
四
六
＋
三
三

二
︑﹃
壹
﹄
三
七
八
な
ど
複
數
あ
る
︒

九
八
簡
︵①

:
1
0
1
︶

＊
﹃
選
釋
﹄
一
三

22.8
×
2.8cm

木
質

︻
釋
文
︼

君
教
諾

︻
訓
讀
︼

長
沙
五
一
廣
場
東
漢
簡
牘
譯
注
稿

第
一
層

中
︵
八
〇
～
一
〇
〇
＋
一
〇
一
＋
一
〇
二
簡
︶

四
三
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君
教
︒
諾
す
︒

︻
現
代
語
譯
︼

君
教
︒
承
諾
し
た
︒

︻
所
見
︼

君
教
兩
行
簡
︒
一
七
簡
參
照
︒

九
九
簡
︵①

:
1
0
2
-
1
︶
22.9
×
3.3cm

木
質

︻
釋
文
︼

君
遷
(１
)

︻
訓
讀
︼

君
︑
遷
る
︒

︻
現
代
語
譯
︼

君
が
轉
任
し
た
︒

︻
注
︼

(１
)
遷
⁝
﹁
轉
任
す
る
︒
昇
進
す
る
﹂
︵﹃
漢
簡
語
彙
﹄︶
︒﹁
顯
宗
甚
奇
之
︑
召
詣
校

書
部
︑
除
蘭
臺
令
史
︑
︵
略
︶
遷
爲
郎
︑
典
校
祕
書
﹂
︵﹃
後
漢
書
﹄
班
彪
列
傳
・
班

固
︶
︒

︻
所
見
︼

｢君
遷
﹂
は
︑
君
教
兩
行
簡
の
﹁
君
教
諾
﹂
と
同
じ
位
置
に
配
さ
れ
る
︒
一
七

簡
參
照
︒
君
教
兩
行
簡
・
君
教
木
牘
で
︑﹁
君
教
諾
﹂
以
外
の
語
が
書
か
れ
る
も

の
に
は
︑
本
簡
の
他
︑﹁
君
追
賊
磨
亭
部
﹂
︵﹃
壹
﹄
三
五
一
︶
︑﹁
君
追
賊
小
武
陵
亭

部
﹂
︵﹃
選
釋
﹄
四
五
︵③

:325-1-103︶︶
等
の
某
所
に
﹁
追
賊
﹂
し
た
と
い
う
記
載

と
︑﹁
君
缺
﹂
︵﹃
陸
﹄
二
二
一
〇
︶
の
例
が
あ
る
︒﹁
君
教
諾
﹂
が
縣
令
の
承
諾
を

得
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
︵
一
七
簡
︻
所
見
︼
參
照
︶
︑﹁
追
賊
﹂
や

﹁
缺
﹂﹁
遷
﹂
と
は
︑
縣
令
が
不
在
で
あ
る
た
め
︑
承
諾
を
得
ら
れ
な
い
こ
と
を
示

す
の
で
あ
ろ
う
︒
な
お
呉
簡
に
も
︑
丞
の
不
在
理
由
を
示
す
文
言
﹁
丞
出
給
民
種

粻
﹂
︵
走
馬
樓
呉
簡
竹
簡
﹃
貳
﹄
二
五
七
︶
が
み
ら
れ
る
︒﹇
土
口
二
〇
一
七
﹈
參

照
︒

一
〇
〇
＋
一
〇
一
＋
一
〇
二
簡
︵①

:
1
0
3
-
1
＋
1
0
3
-
2
＋
1
0
3
-
3
︶
一
〇
〇

18.9
×

2.9cm
︑
一
〇
一
6.6
×
2.0cm
︑
一
〇
二
6.7
×
0.8cm

木
質

︻
釋
文
︼

戸
秉
下
浢
(１
)走
昨
舍
(２
)尉
慮
上

浢
光
庫
𣐑
丘
(３
)戸
秉
走
尉
慮

光
庫

＝
＝
田
作
接
居
(４
)績
紡
爲
事
(５
)

元
興
元
年
八
月
十
四
日
萇
鬪
殺
(６
)

男
子
區
雲
亡
其
年
十
月
不
處
(７
)

日
萇

＝
＝
持
磨
矛
(８
)帶
䤫
鐲
刀
(９
)

︻
訓
讀
︼

⁝
⁝
戸
・
秉
は
下
浢
︑
走
は
昨
の
舍
︑
尉
・
慮
は
上
浢
︑
光
・
庫
は
𣐑
丘
︒
戸
・

秉
・
走
・
尉
・
慮
・
光
・
庫
は
田
作
し
︑
接
・
居
は
績
紡
を
事
と
爲
す
︒
元
興
元

年
八
月
十
四
日
︑
萇
︑
男
子
の
區
雲
を
鬪
殺
し
亡
ぐ
︒
其
の
年
の
十
月
不
處
日
︑

萇
︑
磨
矛
を
持
ち
䤫
鐲
刀
を
帶
び
⁝
⁝

︻
現
代
語
譯
︼

⁝
⁝
戸
・
秉
は
下
浢
︑
走
は
昨
の
舍
︑
尉
・
慮
は
上
浢
︑
光
・
庫
は
𣐑
丘
で
す
︒

戸
・
秉
・
走
・
尉
・
慮
・
光
・
庫
は
耕
作
を
︑
接
・
居
は
紡
績
を
生
業
と
し
て
い

ま
す
︒
元
興
元
年
︵
和
帝
︑
一
〇
五
年
︶
八
月
十
四
日
︑
萇
は
男
子
の
區
雲
と
た

が
い
に
爭
っ
た
末
に
殺
害
し
て
逃
亡
し
ま
し
た
︒
同
年
十
月
の
某
日
︑
萇
は
磨
矛

を
持
ち
䤫
鐲
刀
を
帶
び
⁝
⁝

︻
注
︼

(１
)
下
浢
⁝
地
名
︒﹁
上
浢
﹂
と
對
と
な
る
︒﹁
上
頭
﹂﹁
下
頭
﹂
に
同
じ
で
あ
ろ

う
︒﹁
覆
得
利
里
宅
一
區
︑
大
奴
柱
・
小
奴
胡
︑
下
頭
繒
肆
一
孔
︒
王
得
竹
遂
里

宅
一
區
︑
大
婢
益
・
小
奴
秩
︑
上
頭
繒
肆
一
孔
﹂
︵﹃
貳
﹄
四
九
五
︶
︑﹁
不
處
年
中
︑

仲
昌
買
上
頭
繒
肆
一
孔
︑
直
錢
十
二
萬
︑
復
買
下
頭
繒
肆
一
孔
︑
直
錢
八
萬
﹂

四
四
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︵﹃
選
釋
﹄
九
九
︵③

:325-1-28︶︶
︒

(２
)
走
昨
舍
⁝
﹁
走
﹂
と
い
う
人
物
は
︑﹁
昨
﹂
と
い
う
人
物
の
住
居
に
所
在
し

て
い
る
の
意
︒﹁
舍
﹂
は
︑
住
居
︒
一
八
〇
七
＋
八
簡
︻
注
︼
(３
)
參
照
︒
後
の

各
人
の
生
業
を
記
載
す
る
箇
所
に
﹁
昨
﹂﹁
舍
﹂
は
み
え
な
い
た
め
︑
人
名
で
は

な
い
と
解
し
た
︒
人
の
所
在
地
を
示
す
た
め
に
︑
住
居
を
賃
借
り
し
て
い
る
こ
と

を
言
う
例
が
あ
る
︒﹁
有
廬
舍
︒
衆
︑
廣
成
︒
武
︑
僦
都
亭
部
女
子
黄
聖
舍
一
孔
︑

月
直
錢
百
五
十
﹂
︵﹃
參
﹄
一
一
二
一
︶
︒
そ
の
た
め
に
走
は
︑
昨
の
住
居
に
住
ま
う

こ
と
を
身
元
情
報
と
す
る
と
考
え
ら
れ
る
︒

(３
)
𣐑
丘
⁝
丘
名
︒
同
名
の
丘
は
未
見
︒﹁
丘
﹂
は
領
域
を
示
す
語
︒
八
九
簡

︻
注
︼
(５
)
參
照
︒
人
物
の
身
元
を
記
す
場
合
︑
住
居
所
在
地
を
亭
部
・
丘
で
表

す
例
が
み
ら
れ
る
︒﹁
戇
與
母
妾
︑
同
産
弟
強
︑
除
與
妻
委
︑
子
女
嬰
俱
居
︑
自

有
廬
舍
倫
亭
部
︒
尼
・
晨
・
除
︑
漢
丘
︒
戇
︑
上
辱
丘
﹂
︵﹃
選
釋
﹄
二
二
︵③

:

292-6︶︶
︒
八
九
簡
︻
所
見
︼
參
照
︒
こ
の
た
め
︑
本
簡
の
前
の
簡
の
末
尾
に
は

亭
部
名
が
示
さ
れ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
︒

(４
)
接
・
居
⁝
人
名
と
解
し
た
︒﹁
居
を
接
す
﹂
で
近
隣
に
住
む
こ
と
を
表
す
可

能
性
が
あ
る
が
︑
前
に
列
擧
さ
れ
る
人
々
が
﹁
田
作
﹂
と
﹁
績
紡
﹂
雙
方
を
生
業

と
す
る
な
ら
ば
︑
閒
に
﹁
接
居
﹂
が
あ
る
の
は
不
自
然
で
あ
る
︒
ま
た
︑
近
隣
に

居
住
し
て
い
る
こ
と
を
言
う
場
合
︑﹁
相
比
近
知
習
﹂
と
い
う
定
型
的
な
表
現
が

あ
る
︒
八
九
簡
︻
注
︼
(６
)︑
九
〇
簡
︻
注
︼
(１
)
參
照
︒﹁
輔
・
農
以
田
作
︑

眞
・
旦
績
紡
爲
事
﹂
︵﹃
壹
﹄
一
二
六
︶
で
は
︑﹁
田
作
﹂
と
﹁
績
紡
﹂
と
の
閒
に
︑

人
名
の
﹁
眞
﹂﹁
旦
﹂
が
み
え
る
︒

(５
)爲
事
⁝
生
業
と
し
て
從
事
す
る
︒
九
〇
簡
︻
注
︼
(２
)參
照
︒

(６
)鬪
殺
⁝
た
が
い
に
爭
っ
た
末
に
殺
害
す
る
︒
八
七
簡
︻
注
︼
(２
)參
照
︒

(７
)不
處
⁝
不
明
︒
不
詳
︒
某
︒
一
八
〇
七
＋
八
簡
︻
注
︼
(７
)參
照
︒

(８
)磨
矛
⁝
み
が
い
た
矛
を
指
す
か
︒﹁
備
持
昆
頭
斧
㮑
︑
及
所
摩
鐲
刀
各
一
枚
﹂

︵﹃
貳
﹄
六
一
一
︶
︒﹁
磨
﹂﹁
摩
﹂
は
通
用
し
︑
武
器
が
み
が
か
れ
て
手
入
れ
が
行
き

届
い
た
狀
態
を
言
う
か
︒

(９
)
䤫
鐲
刀
⁝
鋭
利
な
鐲
刀
︒﹁
䤫
﹂
は
﹁
鑱
﹂
に
同
じ
で
あ
り
︑﹁
鑱
﹂
に
は

﹁
鋭
利
な
﹂
と
い
う
意
味
が
あ
る
︒﹁
鑱
・
䤫
︵
略
︶
或
从
岑
﹂
︵﹃
集
韻
﹄
平
聲
・
銜

韻
︶
︑﹁
鑱
︑
鋭
也
﹂
︵﹃
説
文
解
字
﹄
金
部
︶
︒﹁
鐲
刀
﹂
は
︑
蜀
刀
を
指
す
か
︒﹁
欲

請
蜀
刀
︑
問
君
賈
幾
何
﹂
︵﹃
漢
書
﹄
酷
吏
傳
・
楊
僕
︶
︒
蜀
は
刀
の
名
産
地
で
あ
り
︑

蜀
刀
は
環
首
刀
と
い
う
特
徴
的
な
外
見
を
持
つ
︒﹁
買
刀
布
蜀
物
︵
顏
師
古
注
︒

刀
︑
凡
蜀
刀
有
環
者
也
︶
﹂
︵﹃
漢
書
﹄
循
吏
傳
・
文
翁
︶
︒

︻
所
見
︼

本
簡
と
人
名
が
共
通
す
る
﹃
貳
﹄
五
〇
九
︵
＝
﹃
選
釋
﹄
一
六
一
︵③

:258-1︶︶
︑

﹃
貳
﹄
六
九
一
︵
＝
﹃
選
釋
﹄
一
五
四
︵③

:263-41︶︶
の
二
簡
の
關
聯
は
︑﹃
選
釋
﹄

が
指
摘
し
て
い
る
︒
他
に
﹃
壹
﹄
一
二
一
︑
﹃
伍
﹄
一
八
四
一
も
人
名
が
共
通
す

る
︒

(
附
記
)

研
究
會
︵
二
〇
一
八
～
二
〇
二
三
年
度
︶
參
加
者
は
︑
青
木
俊
介
︵
清
泉
女
子
大

學
︶
・
安
部
聰
一
郎
︵
金
澤
大
學
︶
・
飯
田
祥
子
︵
古
代
學
協
會
︶
・
章
瀟
逸
︵
武
漢
大

學
︶
・
鈴
木
直
美
︵
明
治
大
學
︶
・
角
谷
常
子
︵
龍
谷
大
學
︶
・
髙
村
武
幸
︵
明
治
大

學
︶
・
藤
本
航
輔
︵
明
治
大
學
︶
・
宮
宅
潔
︵
京
都
大
學
︶
・
鷲
尾
祐
子
︵
立
命
館
大

學
︶
で
あ
る
︒

本
稿
は
JS
P
S
科
研
費
19K
01027
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
︒

い
い
だ

さ
ち
こ

︵
古
代
學
協
会
客
員
研
究
員
)

し
ょ
う

し
ょ
う
い
つ
︵
武
漢
大
學
簡
帛
研
究
セ
ン
タ
ー
Ｐ
Ｄ
研
究
員
)

す
み
や

つ
ね
こ

︵
龍
谷
大
學
文
學
部
特
任
教
授
)

ふ
じ
も
と

こ
う
す
け

︵
明
治
大
學
大
學
院
博
士
後
期
課
程
)

わ
し
お

ゆ
う
こ

︵
本
學
文
學
部
非
常
勤
講
師
)

長
沙
五
一
廣
場
東
漢
簡
牘
譯
注
稿

第
一
層

中
︵
八
〇
～
一
〇
〇
＋
一
〇
一
＋
一
〇
二
簡
︶

四
五
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四
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